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平成２９年度決算審査特別委員会議事録（第４号）
平成３０年１０月２５日（木曜日）

◎出席委員（１１名）

１番 熊 澤 芳 潔 君 ２番 榊 原 深 雪 君
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１２番 井 脇 昌 美 君
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◎法第１２１条の規定による説明のための出席者

足 寄 町 長 安久津 勝 彦 君
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足寄町代表監査委員 川 村 浩 昭 君

足 寄 町 監 査 委 員 星 孝 道 君

◎足寄町長の委任を受けて説明のため出席した者

副 町 長 渡 辺 俊 一 君

総 務 課 長 大 野 雅 司 君

福 祉 課 長 丸 山 晃 徳 君

住 民 課 長 松 野 孝 君

経 済 課 長 村 田 善 映 君

建 設 課 長 増 田 徹 君

国民健康保険病院事務長 川 島 英 明 君

会 計 管 理 者 佐々木 雅 宏 君

消 防 課 長 大竹口 孝 幸 君

◎教育委員会教育長の委任を受けて説明のため出席した者

教 育 次 長 沼 田 聡 君

◎農業委員会会長の委任を受けて説明のため出席した者

農業委員会事務局長 上 田 利 浩 君

◎職務のため出席した議会事務局職員

事 務 局 長 櫻 井 保 志 君

事 務 局 次 長 横 田 晋 一 君

総 務 担 当 主 査 西 岡 潤 君
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◎議事日程

日程第 １ 議案第９６号 平成２９年度足寄町上水道事業会計剰余金の処分及び決算

認定について＜Ｐ３～Ｐ３６＞

日程第 ２ 議案第９７号 平成２９年度足寄町国民健康保険病院事業会計決算認定に

ついて＜Ｐ３～Ｐ３６＞

日程第 ３ 議案第９９号 平成２９年度足寄町一般会計歳入歳出決算認定について＜

Ｐ３～Ｐ３６＞

日程第 ４ 議案第１００号 平成２９年度足寄町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決

算認定について＜Ｐ３～Ｐ３６＞

日程第 ５ 議案第１０１号 平成２９年度足寄町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定に

ついて＜Ｐ３～Ｐ３６＞

日程第 ６ 議案第１０２号 平成２９年度足寄町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算

認定について＜Ｐ３～Ｐ３６＞

日程第 ７ 議案第１０３号 平成２９年度足寄町介護保険特別会計歳入歳出決算認定に

ついて＜Ｐ３～Ｐ３６＞

日程第 ８ 議案第１０４号 平成２９年度足寄町足寄都市計画足寄市街地区土地区画整

理事業特別会計歳入歳出決算認定について＜Ｐ３～Ｐ３６

＞

日程第 ９ 議案第１０５号 平成２９年度足寄町介護サービス事業特別会計歳入歳出決

算認定について＜Ｐ３～Ｐ３６＞

日程第１０ 議案第１０６号 平成２９年度足寄町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算

認定について＜Ｐ３～Ｐ３６＞
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午前１１時００分 開会

◎ 開議宣告

○委員長（高道洋子君） 全員の出席でござ

います。

昨日に引き続き、平成２９年度決算審査特

別委員会を開きます。

この後の日程を説明いたします。

これより、理事者に対して総括質疑を行

い、総括質疑が終了後、各部会を開催し、意

見の取りまとめをしていただきます。

その後、部会長会議で調整していただいた

後、部会長から審査の報告を受け、部会長に

対する質疑を受けます。

なお、本日のこの日程等については、先ほ

ど開かれました、正副委員長並びに各正副部

会長会議で確認をさせているところでありま

すので、御了承願います。

◎ 議案第９６号から議案第１０６号まで

○委員長（高道洋子君） それでは、これよ

り理事者に対して、議案第９６号平成２９年

度足寄町上水道事業会計剰余金の処分及び決

算認定についての件から議案第１０６号平成

２９年度足寄町後期高齢者医療特別会計歳入

歳出決算認定についてまでの１０件につい

て、一括して質疑を行います。

なお、質疑については、一問一答方式で行

います。また、質疑の際は、決算書のページ

数と目を言ってから質疑をしてください。

では、質疑はありませんか。

９番髙橋委員。

○９番（髙橋健一君） 総務費、決算書の３

９ページ、４０ページ。成果報告書は１６

ページになります。決算書は３９ページ、４

０ページ、成果報告書は１６ページになりま

す。

その中の１４目企画振興費、報償費のとこ

ろで不用額が８９９万１,１０９円、かなり

大きな不用額が出ていますが、その原因につ

いてお尋ねします。

○委員長（高道洋子君） 答弁、総務課長。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

企画振興費の報償費の不用額でございます

が、これはふるさと納税に係る返礼品の歳出

が予定よりも少なかったということによる不

用額でございます。と申しますのは、寄附金

額の３割プラス郵送等の手数料を計上してい

るわけでございますけれども、当初予算では

寄附金額を１億円と見込んでおりましたが、

その後思ったより寄附金額が集まらず、３月

の補正予算におきまして予算額を７,６００

万円に圧縮いたしました。７,６００万円に

対しまして、返礼品の報償費としてはその時

点では３,９２０万円を見ておりました。こ

れは２分の１よりも少し上の額です。少し額

が多くなりますが、これは３月、４月、５月

の年度がわりの時期に、寄附は前年度に収入

するけれども返礼品は翌年度に返礼するとい

うケースがございますので、必ずしも金額が

一致はいたしません。そういう関係で、予算

額を３,９２０万円見ておりましたが、結果

といたしまして３,０４９万９,０００円を返

礼品として支出いたしましたので、残額、こ

の部分が８７０万円ほど残額として残りまし

た。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ９番。

○９番（髙橋健一君） ありがとうございま

す。

１億円を見込んだということで、いわゆる

見込み違いということになりますけれども、

しかし２９年度のふるさと納税の実績を見る

と結構多いですよね。７,３３３万９,００９

円。まあまあ頑張っているのではないかと私

は思ってますけれども、しかし問題はこれか

らですよね。総務省あたりの相当プレッ

シャーがかかっているので、これから持続可

能にきちんとこのふるさと納税でもうけが出

せるのかどうかというのは心配なのですけれ

ども、一言、よろしくお願いします。

○委員長（高道洋子君） 総務課長、答弁。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま
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す。

ふるさと納税の今後でございますけれど

も、平成３０年度、本年度の９月末現在では

１,８００万円弱ということでございます。

ただ、ふるさと納税、これからが本格的な納

税、御本人が、納税者の方が自分にふるさと

納税の枠が幾らあるかというのを捉えて、そ

の年度の所得を確定していくときに寄附金控

除を受けられるのは幾らかといったことで、

これから１２月に向けて寄附金が多くなって

くる時期でございますので、まだこの時期は

さほど本格的な時期ではございませんが、昨

年度同期に比べますと、累計では昨年の約６

割ほどになっております。それで４割減って

きているというのは実情でございます。

これはかねてから一般質問等でもお答えさ

せていただいておりますが、全国的に各町村

で、まだ足寄町はふるさと納税、比較的早

く、取り組みが早く進んでいたわけですが、

よその町でもいろいろなところで取り組みが

始まって、寄附者の方がいろいろなところに

分散したことによって、足寄町の寄附額も

減ってきたものかなと考えております。

いずれにしましても、ふるさと納税、この

返礼品は特産品でございますので、足寄町の

特産品を製造販売している方々の売上につな

がるものですから、今後もこの寄附金をたく

さん集めて特産品がたくさん返礼できるよう

に取り組んでまいりたいと思いますので、御

理解のほどよろしくお願いしたいと思いま

す。

○委員長（高道洋子君） ９番。

○９番（髙橋健一君） よくわかりました。

私もかねがねこれ、ふるさと納税というの

は非常に矛盾を抱えた納税方法だなと思って

ましたけれども、しかし、足寄町にとっては

やはりブランディングにとっても非常に大事

な施策だと思いますので、とりあえずここの

ところ頑張ってみてください。

どうぞよろしくお願いします。

ありがとうございました。

○委員長（高道洋子君） 総務課長、答弁。

○総務課長（大野雅司君） 申しわけありま

せん。先ほど６割と申しましたが、現時点で

は前年の９月末と本年の９月末では約８割と

なっております。

申しわけございません。

○委員長（高道洋子君） ９番。

○９番（髙橋健一君） これからがまだ少し

期待できるということですね。

ありがとうございます。

以上です。

○委員長（高道洋子君） では、次の質問を

受けます。

田利さん、７番。

○７番（田利正文君） ４２ページ、目で１

７、足寄銀河ホールのことについて。

まず先に私の認識が正しいか、ちょっと確

認をしたいのですけれども。

成果報告書の２１ページに、外壁改修工事

を行い施設保全を図ったとあります。あれが

使えなくなったのは、建築基準法によるもの

だというふうに認識してましたが、それは正

しいでしょうか。

○委員長（高道洋子君） 総務課長、答弁。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

銀河ホール塔屋の展望コーナーを人が立ち

入れなくなったのは、消防法上、避難経路

を、安全な避難経路を確保することができな

い。２方向に避難するのを階段１つしかあり

ませんので、１方向しか確保できないので、

人が立ち入ることが消防法上できないという

ことで閉鎖しているものでございます。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ７番。

○７番（田利正文君） そういう状況に至っ

て、なおかつあれを残しておかなければなら

ない理由というのは、景観上の問題でしょう

か。銀河ホール２１のシンボルタワーとして

あれが必要だったということでしょうか。

○委員長（高道洋子君） 答弁、総務課長。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。
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撤去するにしても相当なお金がかかるもの

と考えております。あの高い塔ですので。

それで、現在阿寒方面から国道真っすぐ来

ますと、やはりあの塔屋が足寄町に来たんだ

なということで、シンボルとして目につくか

と思います。どちらから来ても中心にあり、

国道の交差する場所にございますので、シン

ボル的な意味合いでは多額のお金をかけて取

り壊すよりも建てていたほうが、あったほう

が、残しておける部分については残しておい

たほうがいいのかなということで、現在残っ

ているということでございます。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ７番。

○７番（田利正文君） 素人的な素朴な疑問

なのですけれども、ここに挙げられた２,２

００万円ぐらいでは全然解体はできないとい

うことですか。

○委員長（高道洋子君） 総務課長、答弁。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

２,２００万円では全然解体には追いつき

ません。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

それでは、次の質問を受けます。

１番熊澤委員。

○１番（熊澤芳潔君） それでは、私のほう

からは９ページでございます。９ページの町

税の、款の町税の関係なのですけれども、委

員長にちょっとお伺いしたいのですけれど

も、決算にかかる主要施策の成果等報告書の

６ページですか。それに基づいてちょっと質

問したいのですけれども、よろしいでしょう

かね。

ということは、目で言いますと一つずつに

なってしまうもので、合わせて町税のことで

質問をしたいということです。よろしいで

しょうか。（委員長「よろしいです」と呼

ぶ）

それでは質問したいと思います。

この成果表に基づいて、私のほうから質問

させていただきます。

ここで２９年度町税収納状況ということに

なってございますけれども、町税収納状況に

つきましては、町税総額で調定額が１１億

５,３００万円から収納済額が１１億４,００

０万円ということで、差し引き１,２７４万

４,０００円でございます。

それで問題なのは、１,２７４万円のうち

不能欠損が２３２万７,０００円。そして未

納額が１,０３９万６,０００円ということで

ございますけれども、不能欠損につきまして

は現年度がないということでございますの

で、次年度からは少なくなっていくのかなと

いう気がいたしますので、問題は未納額の関

係ですね。未納額の中で１,０３９万６,００

０円ということでございますけれども、この

金額が不能欠損につながっていかないような

努力をする必要があるのかなと思いますけれ

ども、その点について現状の回収方法、また

考え方についてお聞きをしたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 答弁、住民課長。

○住民課長（松野 孝君） 未納額について

でございますが、町民税につきまして、国保

税含めて約１,０００万円程度の未納額がご

ざいます。収納率向上に向けて基本的には納

付書発布してから、それぞれ地方税法の納期

限が過ぎた後に督促状発布して、さらにそれ

でも納税をしていただけない方につきまして

は電話、あるいは臨戸徴収によって納付のお

願いを、催告をしているところでございま

す。

そのときには、これ以上納付していただけ

ないと差し押さえ等をしなければならないと

いう規定になってございますものですから、

その旨も当然催告状に記載、あるいは口頭で

言うことでございます。

基本的に納税、実際に生活のために当然実

際差し押さえとかをしようとしましても、資

産等がない場合も当然ございますし、当然生

活に困窮されている方もいらっしゃるもので

すから、いきなり差し押さえ、法律上は差し

押さえをしなければならないという規定でご
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ざいますけれども、納税相談等によりまして

事情をお聞きして、徴収を猶予することもご

ざいます。

ただ、どうしても夜間に、納税をしていた

だけない方を戸別に夜間に、昨年度ですと５

日間ほど夜間の納税相談の期間を設けまして

相談に応じているところなのですが、さらに

それにも応じない方だとかにつきましては、

十勝圏滞納整理機構のほうに引き継ぎをする

という警告といいましょうか、もしていると

ころでございまして、納税をしていただいて

いる方との公平、公正な課税をされなければ

ならないのが税の使命でございますので、そ

のような取り組みをしているのが現状でござ

います。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） １番。

○１番（熊澤芳潔君） はい、わかりまし

た。

それで、この町税とまたそのほかにも滞納

の方がいろいろあるのです。滞納がいろいろ

あるのですけれども、その中でも、恐らく内

容につきましてお聞きしますと、関連、要す

るに町税のほかにもいろいろな税金が納めら

れていない部分があるのかなということが聞

くのですけれども、そのことによるとやはり

全体の税金を計画的にきちっと、恐らくやっ

ていると思うのですけれども、計画を立てて

きちっと全体の税金を計画を立てながら収納

率を高めるというほうもやっているかどうか

はあると思いますけれども、その点について

はどのような形でやっておられるのか、

ちょっとお聞きします。

○委員長（高道洋子君） 答弁、住民課長。

○住民課長（松野 孝君） 計画的というか

というと、先ほど答弁、私がしたとおり、ま

ずそれぞれの税目ごとに納期限が設定してご

ざいますので、納期限を過ぎたら督促状を必

ず発布をすると。それ以降につきましては、

税目の納期によって計画というか、事務はそ

れぞれ月はずれていくのですけれども、督促

状を発布し、あるいはその次は催告をする

と、そういう計画でやってございます。

ちょっと答弁合っているかどうかわからな

いのですけれども、申しわけないです。

○委員長（高道洋子君） １番。

○１番（熊澤芳潔君） ちょっと説明不足で

申しわけございません。

要するに私言いたいのは、町税ばかりでな

くて給食費だとか何とかいろいろなそういっ

た税金が、税金等も含めて回収に努力しなけ

ればならないと思うのですけれども、それら

も含めて、全体を含めて、簡単に言えば縦割

りでなくて横割りできちっとある程度、職員

の皆さんで協議をして計画的に収納していく

と、こういうことがいいのだろうなと私は

思っているのですが、その点についてどのよ

うな方法で行われているかどうか、ちょっと

お聞きしたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 住民課長、答弁。

○住民課長（松野 孝君） 失礼しました。

それにつきましては、当然税金だけでなく

て私債権と言われる給食費だとか、あるいは

公営住宅の使用料だとか、いろいろなものが

ございますので、その辺につきましては住民

課税務室が主体となって、年に１回か２回会

議をそれぞれの教育委員会から出ていただい

たり、それぞれの課で参集して会議を、滞納

対策につきまして会議を実施しているところ

でございます。

○委員長（高道洋子君） よろしいでしょう

か。

２番榊原委員。

○２番（榊原深雪君） 関連質問なのですけ

れども、町税につきましては監査の審査意見

にありましたように、収入未済額５６４万

７,０００円に、一般会計の収入未済額総額

の３８.１％を占めていると。そこで前年度

に比較しますと、１４２万円減少していると

いうことで、監査の審査意見としましては、

納税努力をしていただくのが厳しいときにあ

りまして、大変努力されているという評価を

されておりました。

その中で、この１４２万円減少されたとい
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う努力の成果が出ているのですけれども、ど

のようなことで成果を得られたと思われてお

りますか。

○委員長（高道洋子君） 答弁、住民課長。

○住民課長（松野 孝君） 住民課長でござ

います。

まずうちのといいますか、税務のうちの担

当の徴収していただく準職員もおりますし、

収納担当も２名おりますので、臨戸徴収を初

め職員の努力も当然あったかと思います。

あと、当然十勝町村税滞納整理機構のほう

にも難しい案件等につきましては、引き継い

でお願いしておりますので、その辺の効果も

あったかと思います。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ２番。

○２番（榊原深雪君） 町税は大切な自主財

源の一つでもありますので、今後とも成果を

上げていただくように希望するものでありま

す。

それともう一つ、使用料ですね。大切な財

源としての使用料のことなのですが、先ほど

も熊澤議員からも出ましたけれども、町営住

宅の未払い、未収額ですね。未収金額という

のですが、一番大きい金額の方でどれぐらい

なのか。あと何カ月滞納されているのか、お

聞きしたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 答弁、総務課長。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

公営住宅使用料ということで、２９年度決

算の終了した３月時点での一番額の大きい方

につきましては、５７万円ほどの額を滞納さ

れている方がいらっしゃいました。ただ、こ

の方も計画納税をしていただいておりまし

て、現在までで５７万円ですからそのうちの

幾らかでございますけれども、９万３,００

０円ほどは納入されておりますので、全く納

入されていないということではございませ

ん。そういう状況でございます。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ２番。

○２番（榊原深雪君） その５７万円滞納さ

れている方の毎月の家賃はお幾らと、どれぐ

らいの期間滞納されているのでしょうか。

○委員長（高道洋子君） 総務課長、答弁。

○総務課長（大野雅司君） 所得をオーバー

している方で家賃額は７万円ほどになりま

す。８カ月間を滞納しております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ２番。

○２番（榊原深雪君） こういう公営住宅の

居住条件は３カ月以上滞納したら、やはり退

去していただくということが条例であると思

うのですけれどもね、それが実施できない状

況で８カ月もということだったと思うのです

けれども、やはり収入はあってこういうふう

に滞納されているということですので、その

人にふさわしい、公営住宅の基本は低廉な家

賃でということで、所得の余り多くない方が

入っていただくのが理想だと思っているので

すけれども、そこのところのお考えというの

はどうなのでしょうか。

○委員長（高道洋子君） 答弁、総務課長。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

おっしゃるとおり、公平に所得に見合った

額を国の基準に基づいて算定して、家賃を設

定させていただいて納めていただくというこ

とになっておりますので、きちんきちんと皆

さんには納めていただきたいところでござい

ますが、残念ながら納めていただけてない方

も何人かいらっしゃるということで、おっ

しゃるように３カ月で退去していただくとか

いうことが理論的にはあるのかもしれません

が、町民の暮らす場所、生活の本拠を町が簡

単に奪うということもなかなかまいりません

ので、そこは退去勧告までには、退去、強制

的に退去していただくまでの措置は現在のと

ころとっていないことでございます。

なお、督促等につきましては、納期が来ま

して納まっていなければ１４日以内に督促状

を送付しまして、その後電話催告をしたり分

納相談をしたりして、翌月からは毎月督促状
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も送付しております。そういうことで、この

半年間で３月時点であった納まっていない住

宅料については、約半数ほどは納めていただ

いておりますので、そういうことで町民の方

の住宅を強制退去ということまでの手段は

とっておりません。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ２番。

○２番（榊原深雪君） 住まわれている方の

意識の問題だと思うのですけれども、これほ

どの収入の方でしたらほかのところでも、マ

ンションのほうでも住まわれることは可能だ

と思うのですよね。低家賃で苦しんでいる方

というか、低家賃というか、喜んでいる方も

たくさんいらっしゃることも事実ですし、そ

れでも払えない方というのもいるかもしれま

せんけれども、やはりこういう滞納処理とい

うのは早急な手立てが、やっぱり早い動きが

大事なのではないかなと、滞納という言葉が

出てこないうちに早目に集金をするというこ

とが大切なのではないかなと思いますので、

今後ともそういうふうに留意していただきた

いなと思います。（委員長「答弁」と呼ぶ）

はい、お願いします。

○委員長（高道洋子君） 答弁、総務課長。

○総務課長（大野雅司君） お答えいたしま

す。

やはりきちんと納めていただくというのが

当然のことでございますので、納期後直ちに

督促、電話催告等いたしまして、御本人と接

触して分納相談を行うなど、少しでもこう

いった滞納、未納状況がないようなほうに進

めていきたいと考えておりますので、御理解

のほどよろしくお願いしたいと思います。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

では、次の質問を受けます。

６番。

○６番（前田秀夫君） 一般会計の８７ペー

ジですけれども、足寄町の博物館運営費にか

かわって２点ほどお聞きをしたいと思いま

す。

○委員長（高道洋子君） ちょっとお待ちく

ださい。何ページですか。

○６番（前田秀夫君） ８７ページ。

一般会計の決算書。

目で言いますと、４の博物館運営費。よろ

しゅうございますか。

○委員長（高道洋子君） 目の４ですね。

○６番（前田秀夫君） はい。

それで、２点ほどお伺いしたい前に、後ほ

どももう１点予定してますので、まず最初に

これ博物館の２点の前に、私としてはこの間

ずっと町民との接触等も踏まえながら考えた

り、意見を聞いたところですね、大きなとこ

ろはまちづくりを含めた住民参加ということ

で、いろいろなことで町としても頑張りをし

ていると。その中で、文化系とそれから教

育、住民生活系にかかわって一定程度、昨今

置かれている地方財政等々の状況を見ます

と、全町民的な親書といいますか、覚えとい

うものを集約する時期に対面しているのかな

という思いを前段申し上げて、具体的に博物

館の関係では、多岐にわたることの運営です

ね。この決算書ではおよそ４,３００万円は

決算されていますけれども、そのことではな

く、そうしたことに年々続けながら行政とし

ても、要するに維持運営をして歴史的文化を

継承させてきているということで、そこで私

の記憶では博物館はおおむね開設してから２

０年程度経過しているのではないかというふ

うに思っております。

そこで、今段階で要請事項、それから協議

事項とする事項は浮かんでいるものがあれば

お伺いをしたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 前田議員、済みま

せん。

最後２つ言ったの、もう一回言ってくださ

い。

○６番（前田秀夫君） 開設以来２０年とい

いうことで、この間ちょっと近年見たら、館

のほうからですね、要請事項ということと協

議事項ということで、今段階まで含めてどの

ようなものが浮かんでいるのか、お伺いした

いということだけです。
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○委員長（高道洋子君） 要請事項と業務事

項。

答弁は教育委員会ですか。

答弁、教育長。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） お答え

いたします。

御存じのように、足寄町の博物館は、私は

足寄を代表する、足寄を象徴する、そういう

学術的な施設だと。そして近年、博物館の主

体的な取り組みの工夫などをして、非常に入

館者も２万人以上超えてふえていると。

２０年たちまして、施設等の老朽化もかな

り進んでおりますので、ＮＰＯ法人で委託運

営しているのですが、管理運営をしているの

ですが、教育委員会のほうとそのように利用

法人のほうで協議をしまして、施設設備の管

理等々についてどうしたらいいかということ

で、話を進めているのですけれども、今年

度、一応玄関口通路というのですかね。あの

辺の改修ということですることになっていま

した。

そんなことで、特に施設の老朽化に伴う管

理等々以外では、博物館側から強い要望だと

か意見等は今のところはないと。したがって

そういうものでの懸案事項になっているもの

については、基本的には教育委員会としても

押さえていないと、そういう状況下でござい

ますが、もし具体的な、等があれば、この後

御説明をしたいと思いますので、御理解のほ

どをよろしくお願いいたします。

○委員長（高道洋子君） ６番。

○６番（前田秀夫君） 具体的なという話に

は、まだ模索中というような押さえていま

す。わかりました。

それから、同じく会館にかかわって、先ほ

ど教育長のほうから、要するに入館の数等に

ついても御説明がありましたけれども、いろ

いろ全国版で足寄町の教育長がおっしゃられ

る、要するに足寄町産の動植物の化石は教育

面、それから学芸面、たくさんのことをやら

れるているということで、インターネットで

全国版になっていると。ただ、ここでは努力

をされているというふうに私は認識していま

すけれども、方面的には例えば北海道で言え

ば道東ブロックの方面がおよそ、例えば何

パーセント示しているとか、そういったよう

な類いの押さえ方はしているのか。もしして

いるとすればお答えを願いたいし、していな

いとすればできれば、これなくすわけにいか

ないと私個人としては思っていますので、そ

ういうことも要請を含めてお聞きをしたいと

思います。

○委員長（高道洋子君） 教育長。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） お答え

いたします。

先ほどの話のちょっと続きになって申しわ

けないのですけれども、今年度動物化石博物

館２０周年ということで、記念式典やったの

ですが、その折りに私もちょっと町長さんの

代理ということで挨拶に行ったのですけれど

も、ちょうど銀河ホールでやったのですけれ

ども、入ったらもう通路にもいっぱいなので

すね。もう、済みません、済みませんと分け

いって入るような状況だったのですよ。その

とき、私が着席したら、隣に小学生低学年、

中学年かな。中学年ぐらいの子と母親がいた

のですよね。どちらから来たのですか、声か

けたら、東京からですと。えっ、わざわざこ

のために来たのですかと。そうです。いわゆ

るああいう、ある種の専門施設ですから、興

味ある人は全国に相当いるのだなと。そのと

きに非常に、私もびっくりしたのですけれど

も。

一方で、町で管理を委託している、そうい

うある種のこの調査研究の学術施設ですか

ら、まして今年度、束柱類の２体が、アショ

ロアとベヘモトプスですね。それが足寄町の

重要文化財に指定されました。つい先月です

ね。

そんなこともあって、博物館の目玉なので

すけれども、やっぱり何といってもＮＰＯ法

人なのですけれども、やはり効率的な運営と

いう観点でいうと、入館者がどうであるかと

いうことが、やっぱりＮＰＯ法人でも大きな
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ファクターだと思うのですよね。立派なもの

保存し、展示し、そして調査研究進めている

といっても、入館者がじり貧のような状態

だったらやっぱり活用度というのかな。さら

に言うならば、公共体の、町からの委託のあ

り方についてもやっぱり、根本からやっぱり

何というのですかね、吟味をしなければなら

ない部分なのですけれども。

そういう中で、入館者が冒頭言いましたよ

うに非常にふえていると。それに対して、そ

の入館者の実態はどうなのだと。例えば来て

いる地域の実態、十勝管内からどのぐらい来

て、あるいは足寄町含めてこの方面からどの

ぐらいか。それについては、詳細に把握して

ません。ただ、せっかく地元にある、そうい

う施設ですから、少なくても小中学校の義務

教育段階で、子供たちがこの町をやがて出て

いったときに、動物化石館一回も行ったこと

ないということがないように、校長会を利用

して毎年私のほうから、足寄町のそういう動

物化石博物館もそうですし、それから郷土資

料館もそうですけれども。教育課程の中に、

年間の教育課程の中に組み入れてほしいとい

うことで組み入れてあります。

そんなことで、その辺の状況をわきまえて

賢察していただければ幸いかなと思ってます

ので、御理解のほどよろしくお願いをいたし

ます。

○委員長（高道洋子君） ６番。

○６番（前田秀夫君） 要約すれば、入館

者、さっき２万人の話了解しております。

ただやっぱり方面的に捉えて、足寄町、町

民的にどういうふうに思うのかということ

も、そろそろ深掘りをして広げていく必要が

あるということを私は思っているということ

を申し上げて、終わります。

○委員長（高道洋子君） 答弁はいいです

ね。（「要りません」と呼ぶ者あり）

では、次の質問、お願いします。

９番髙橋委員。

○９番（髙橋健一君） 民生費、決算書の５

７ページ、５８ページ。２目の予防費、お願

いします。決算書は５７ページ、５８ページ

です。２目の予防費。

決算書を見ますと、当初予算額４,１７７

万４,０００円に対して、まず補正予算額で

１,１００万円の減額があります。さらに不

用額を見ますと、４０２万円以上の不用額が

出ていますが、何か消化不良の感が免れませ

んが、これについて説明をよろしくお願いし

ます。

○委員長（高道洋子君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（丸山晃徳君） 大きなお話でい

えば、やはり予防検診費の中のＰＥＴがん検

診ですとか、子宮がん検診、その他町が補助

して住民の方々に受診していただくものの、

ある程度の予測数値、前年の予測数値と期待

数値を込めて補助する単価掛ける期待値で人

数をやっていたわけなのですが、広報等でＰ

Ｒをしながら受診の必要性なり、検診の必要

性等をするとともに、また特定検診等では戸

別に受診の勧奨等もしているわけなのです

が、まだまだＰＲが、結果的にはＰＲが不足

だったり、検診の必要性をまだ理解いただけ

ない方がいるかというところで、町の期待値

としてはやはり当初予算ぐらいの人数を皆さ

んに受診なり検診なりしていただくことが妥

当な数字だと思ってますけれども、まだまだ

努力が足りないのかというところでございま

す。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ９番。

○９番（髙橋健一君） 今、課長、特定検診

とおっしゃったのですけれども、そのちょっ

と特定検診についてお伺いしますけれども、

いわゆる成果としてですね、とにかく何人ぐ

らい検診受けているのか。対象者は何人で、

いわゆる検診率ですか。それはどのぐらい。

そして他町村と比べて、足寄町そんなに低い

のですかね。よくわからないのですけれど

も。その辺、よろしくお願いします。

○委員長（高道洋子君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（丸山晃徳君） 済みません。今

手元にある、特定検診のほうの数値でござい
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ますが、今手元にあるやつはよく関心がある

受診率、そちらのほうの推移は今お答えでき

るのですが、５年前に健康づくり計画を立て

たときには、特定検診の受診率が３６％ぐら

いでした。それが２６年には５２％、２７年

には５９.３％、２８年度ちょっと落ちて５

２.５、今２９年度が５３.１という形で、こ

れは国、北海道のレベルよりもかなり高い数

字で、全道的な部分でいったら多分上位、か

なりの上位のところにはいます。

ことしも国保連との連携で、特定検診のた

めの勧奨をするための保健師を一人臨時で

雇ってまして、その方に受診勧奨のための電

話等もやって、かなり上手に受診につなげて

いるような形で、かなりの、またかなり数字

が上がってくるかというところで。受診率に

ついては、国、道よりは高いところというと

ころが、今お答えできるところでございま

す。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ９番。

○９番（髙橋健一君） わかりました。非常

に努力されているということがわかりまし

た。

やはりこの特定検診、介護予防、予防医学

の観点から見ても非常に重要ですし、やはり

そういうことで医療費を抑えることができる

と思うのですよね。ぜひこれからも頑張って

いただいて、検診率上げてください。これお

願いして、終了させていただきます。

ありがとうございます。

○委員長（高道洋子君） 答弁はよろしいで

すね。（「はい、よろしいです」と呼ぶ者あ

り）

次の質問を受けます。

２番。

○２番（榊原深雪君） 髙橋議員の質問と

ちょっと関連するのですけれども、病院のほ

うの企業会計の１６ページですね。国民健康

保険病院の事業会計の決算書の１６ページ。

それで、今年度、２９年度は７,６０５万

１,６３７円という損失が計上されておりま

したけれども、その前の２８年度に比べます

と４,６２２万７,３０２円の減少となってい

ました。そこで日ごろ努力されまして、常勤

医師についても診療体制を維持することがで

きていたり、医師の確保にも努力をされてい

ることがわかりました。

それで、入院患者、こちら２９年の９月以

降、平均在院日数が６０日間以内となる１５

対１の施設基準への変更を余儀なくされ、こ

れで診療報酬請求上の入院基本料の減額と

なったことや、入院患者そのものの減少が直

接的に収益減につながったとありました。

その中で、私感じたことなのですが、イン

フルエンザや肺炎球菌ワクチン、高齢者ので

すね。そういうことを予防に努められている

ということと、ことがこれも病院の減収には

つながったかもしれませんけれども、この予

防医療ということに力を入れた経過ではない

かなと私は、なりに決算の分析をいたしまし

た。

そこで、やはり町長が掲げておられまし

た、医療と介護、保健と福祉の連携システム

ですね。これがまさしく形となってあらわれ

てきているところではないかなと、自分とし

ては感じているのですけれども。この福祉課

と病院との連携というのが大事なことなので

はないかなと思っています。

そこで、今後の課題となることとかを福祉

課長にお伺いしたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 福祉課長、答弁。

○福祉課長（丸山晃徳君） 今、議員さんか

ら一定の成果を上げているというお褒めの言

葉いただき、ありがとうございます。

その検診なりが病気を未然に防ぐという部

分では、なかなか見えない部分もあります

が、検診率が上がることで、また当然その早

期の、検診による早期発見による早期の治療

により重篤にならない、死亡しないという部

分でいえば、間違いなく予防が医療費の低減

につながっているかというふうに考えており

ます。

医療・介護・保健また福祉の連携の部分で
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ございますが、６年前に連携ということで、

村上院長、町長のもと、核の施設としてむす

びれっじができて、あづま病院さんが療養型

から新型老健になって５年が経過したわけな

のですが、今６年前からこれまでの部分では

ある程度一定の評価ができるかと思うのです

が、今現状入院施設、入所施設の規模が適正

かどうかというところで、なかなか人口減で

あったり、あと都会に、細かく言えばケアつ

きの住宅ですとか、そういうのがあって、息

子さん、御家族がいるところに高齢者の方が

流出するとかというところもございまして、

町内にある施設でいいますと、国保病院を

キーに民間の施設である老健あづまさん、あ

と特別養護老人ホーム、あとむすびれっじの

グループホームですとか、小規模多機能、ま

たケアハウスとかと、そのふさわしいところ

にふさわしい人が行くような形という部分

で、また特養でいえば建ててもう四十数年、

建ててたっているということで、今のはやり

のユニットケアですとか、住まいとしての環

境という部分では幾分ちょっと不足している

かという部分で、新たな施設のことも考え

て、適正な施設規模というのも考えなくては

いけないところに来ている。

今本当に過渡期で、なかなか見きわめが難

しいところかなというところで、これまでも

検討してますが、また引き続き、早急にはと

はいかないのですけれども、それぞれの分野

の方々の御意見をいただきながら、ふさわし

い５年、１０年を、将来を見据えた福祉施

設、医療施設のあり方というのを関係者の皆

さんのお知恵をいただき、青写真をつくって

進めていかなくてはいけないのではないかと

事務的なレベルでも考えております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

では、次の質問を受けます。

４番木村委員。

○４番（木村明雄君） ４番。

決算書の６１ページ、農林水産業費の目の

農業振興費について。

新町温泉イチゴハウス、このイチゴについ

てちょっとお伺いをしたいと思います。

町の特産品は、町の特産品開発ですね。販

売、ブランド化及び新規就農の推進を図るた

め、収益の高い農業モデルの構築を図るとあ

ります。これから先に向け、順調に推移し進

んでいくことを願うところであります。

ここで、お伺いをいたします。

商品としてイチゴは大きく甘いものが好ま

れると聞いております。しかし、店舗で買い

求めた人によりますと、今までの生産された

イチゴには小さくて酸っぱい。あれではどう

なのかなという意見も中にはあったわけであ

りますが、これから先に向けて、生産方法は

今までと同じような生産方法で進むのか、ど

うなのか、その辺ちょっとお伺いをしたいと

思います。

○委員長（高道洋子君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） 現在、イチゴハ

ウス、今平成２９年度で全て、全てというか

１５棟建設しております。平成３０年度にお

いても、熱源供給だとか、今工事を進めてい

くわけなのですけれども、最終的に完成形の

１５棟については、３１年の３月から６月、

３１年の８月ぐらいには全て終わっていくの

かなというふうに予定されております。

それで今言っているように、製品の完成度

というか、その製品の部分だと思うのですけ

れども、確かに御意見という中では小粒で

ちょっと小さくなってきているねという意見

も耳にしております。これ、うちのほうは信

州大学から苗を提供いただいて、６年ぐらい

試行錯誤をしながら今栽培技術を向上に向

かっていっているのですけれども、やはり大

変デリケートなイチゴになっております。実

際には温度と日照、これがマッチ、何という

かな、温度が２５度ぐらいで日照も一定程度

浴びるというような、そのことが合致して糖

度が増したり粒の部分も大きいとか、そうい

うふうな形になってきます。最終的に、今そ

ういった技術を皆さん一生懸命努力しながら

進めております。
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現在のところ、今地域おこし協力隊の方々

も入って技術向上に向けて、日々一生懸命研

修しながら進めております。最終的にはそう

いった製品の均一化、糖度の統一化というよ

うな、そういったことを念頭に入れて、最終

的には３１年の夏ごろからきちんとした製品

づくりにいくような形をとっていくというこ

とを聞いております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ４番。

○４番（木村明雄君） ここで、聞くところ

によりますと、イチゴの品種、これの選別と

いうのかな、選出というのかな、において、

大きく製品の違いが出ると言われておりま

す。自分だけの生産努力、研修だけではよい

製品はできないのではないかと。やはり専門

家というか、その指導またはそういう専門家

を交えた栽培研修、これについて考えている

のか、どうなのか、その辺もお伺いをしたい

と思います。

○委員長（高道洋子君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

今現在、実はアグリスというところなので

すけれども、これが苗の提供含めて栽培技術

も会得しております。月に１回程度だと思う

のですけれども、アグリスの職員の方がうち

のハウスに来て、二、三日栽培技術の向上に

向けて勉強会というか、こういう形でやって

いくよと。温度もこういう形で管理してくだ

さいと。日照時間が少なければこういうふう

な管理しなさいと。細かい点まで注意しなが

ら、皆さん学んでいっているわけなのですけ

れども、そこで自然界という言い方が適切か

どうかわからないのですけれども、やはり気

温が急に３５度以上で数日間来る日も出てき

たり、日照が不足してということになって、

そこがちょうど登熟時期というか、そういっ

た実になる時期にそういうふうな天候状況に

よっての変化によって、それを例えば日照が

日中もう温度が上がり過ぎると遮光カーテン

を引いたりとか、逆にいったら温度があると

同時に今高設台なので、そこの高設台の中に

チューブが入ってます。そこに水を通しなが

ら冷やしたりとか、そういうことをまめに

やっているつもりなのですけれども、そのタ

イミングが一致しなくて正直言って小粒に

なったりとか、ちょっと糖度が足りなかった

りとか、そういう現象を来しております。

これ本当に、現場の声を聞いたり、今現在

合同会社ぬくもり農園ということでやってお

りますけれども、その方々からも話を聞いた

中では、やはりやっぱり自然界とあとこの信

大のＢＳ８－９というのが、やっぱり相当デ

リケートだよということも含めて、いろいろ

努力しているのですけれども、その月だと

か、今時期は正直言って一定の温度も保たれ

るし日照も出てくるし、逆に言ったらこれか

らクリスマスシーズン、商品に向けて出荷も

している状況も含めて、ちょっと安定はして

きているのですけれども、やはり７月、８

月、これ８月の高温時、この対策がかなり厳

しいのではないかというふうな声も聞いてお

ります。

うちのほうとしては、３０年、ことしもそ

うなのですけれども、冷却できるようなシス

テムだとか、そういったものを導入する計画

もあります。その中で、うちらとしても今期

待しているのは３１年度、ここの製品がどう

いうふうな形でできるかということも含め

て、正直期待をしております。

ありがたい言葉というふうな表現が適切か

どうかわからないのですけれども、ちょっと

誤解も招く言葉になるかもしれませんけれど

も、販路は、販路というか注文は結構受けて

いるみたいです。だけれども、きちんと製品

として出荷できる、このものづくりが今

ちょっと悩んでいると。やっぱりケーキ屋さ

んだとか、生食というか生のイチゴを出すの

には日にち、１週間ぐらいしかもたないとい

うこともありますし、やっぱり品度も落ちた

りとか、ちょっと小粒でちょっと形が悪いも

のについてとか、そういったものが出てきた

場合は大変申しわけないけれども、地元のほ
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うのＡコープさんだとか寄って美菜さんで出

荷しながらいって、きちんとしたある程度製

品としてできるものについては札幌のお菓子

屋さんだとか、ケーキ屋さんが主になってく

ると思うのですけれども、そういうところに

販売をしていっていると。

声は結構かかるのだけれども、なかなかそ

こに追いついていってないというのが現状で

あるということも聞いております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ４番。

○４番（木村明雄君） 今若干出荷のほうも

聞いたわけなのですけれども。まずは、これ

はこれから先に向けて、１５棟のイチゴがで

きるということになれば、相当のやはり数に

なると思うわけなのですよね。

そこで、今ちょこっと聞いたことは聞いた

わけなのだけれども、まずはこれは大きくて

甘くてよい製品が１５棟のハウスでできたと

いうことになったときに、このでき上がった

製品、どういうふうな形の中で、どこへどの

ように出荷し、そしてどのような消費を考え

ているのか、もうちょっと大きな考えでまず

お伺いをしたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） 今後の出荷状

況、販路先含めて、現状の中も含めて拡大を

どうしていくかということにつながると思う

のですけれども、それは現在足寄農協が主体

となって、ぬくもり農園を運営していってい

く、そういう形になってくると思うので、そ

れはうちのほうからも農協さんにきちんとし

た販路を含めて、情報提供をしていただくよ

うな形をとっていきたいなというふうに考え

ておりますので、御理解願いたいと思いま

す。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ４番。

○４番（木村明雄君） わかりました。

これもう一度、先ほども足りなくなるくら

いのイチゴができてくれればいいわけなのだ

けれども、そこでやっぱりこれからの見通し

といいますか、これはどういうことになるの

か、その辺もちょっとお伺いをしたいと思い

ます。

○委員長（高道洋子君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

確かに１５棟フルスペックで生産するわけ

ではなく、苗づくりのハウスというかな、そ

れについても今現在、将来的には３棟の苗づ

くり、大体２棟から３棟をブロックにして、

大体６０日ぐらい生産体制かかりますので、

そうするとうちは夏場にいかに収入源を得ら

れるかということに来るので、そうすると３

棟を随時回転していくような形の中でやって

いくということを、農協さんを初めとしてぬ

くもり農園と打ち合わせしながら、今後そう

いう形でもって生産体制、ましては製品の歩

どまりの向上、これを目指して進めていくと

いうふうに考えております。考えております

というか、そういう声を聞いております。

３１年の早ければ４月からの生産体制に

入っていくのですけれども、基本的にはやっ

ぱりできるものは全て出荷できるような体制

を目指したいというふうな形でもって、皆さ

ん一生懸命日々努力しながら従事しておりま

すという形になっております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） よろしいでしょう

か。

それでは、昼食のため、午後１時まで休憩

といたします。

午後 ０時０１分 休憩

午後 １時００分 再開

○委員長（高道洋子君） 休憩を閉じ、委員

会を再開いたします。

では、質疑を受けたいと思います。

６番。

○６番（前田秀夫君） 決算資料の８９ペー

ジ、目で申し上げます。温水プールの運営費

にかかわって。

資料では、昨年の議会でも報告ありました

とおり、一時工事が、工事費含まれておりま
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すけれども、要するに約５,８００万円ぐら

いですね、の支出ということになって、現状

を認識しております。

それでもちろんプールは体育館全体の中で

も健康増進ということと、それから、委員長

聞こえますか。マイクいいですか。（委員長

「そうですね。明瞭にお願いします」と呼

ぶ）わかりました。

健康増進、さらには総体的な学校生徒含め

た教育関係など、たくさんな人の活用で発車

をしながら今日に来ております。

今申し上げたとおり、一定程度の委託費、

利用費含めて、この決算書では約５,８００

万円ということの計上を、決算をなされてい

ますことについて異存は、今段階異存はござ

いませんけれども、２点ばかりそうしたこと

を踏まえながらお聞きをしたいというふうに

思います。

プールの利活用の数は、そうした推移を私

も勉強してますけれども、かなり減少してき

ていると。もちろんこれは町内外含めての利

用者数というふうに私は押さえております。

そうした中で、現実問題として、昨今の燃

料費の高騰による燃料費の関係で、全体的な

予算、予算といいますか、財政事情からして

も、私としても触れ合い持っている住民の方

の声としても厳しいという雰囲気が伝わって

くるのであります。

そうしたことを含めまして、端的に申し上

げますと、今の関係で維持管理費とあわせて

考え方を、燃料問題を中心にしながらお聞か

せを願いたいと思います。１点目です。

○委員長（高道洋子君） 温水プールの維持

管理費の考え方、今後の。

答弁、教育長。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） お答え

いたします。

町の温水プールにつきましては、本当に本

町にしかない、３町の貴重な体育施設だと。

多い年で大体３万人くらいの、総延べ人数で

すね、利活用があると。もちろん町民の健康

維持はもとより体力増強にも役立っているな

と。さらに今保健分野というのですかね、そ

ういう分野でも非常に町民に役立っているな

と。加えて、学校体育の中で水泳が必修に

なっているのですが、そういう場としても活

用されていると、そういう状況なのですね。

ああいう立派な施設を当町で管理運営して

いるわけで、それに伴って相当な経費もかか

るのですけれども、積年経費削減について対

費用効果という面で、あるいは利用の面で比

してどうするのだという話で、今までいろい

ろな取り組みをしてきました。例えば時間の

問題だとか、あるいは使わない、使えるよう

な場所を制限するだとか、あるいは冬期間の

制限だとか夜間の制限だとか、そういう取り

組みをしてきました。そこへもってきて時流

下で重油が非常に、当初より想定を超えて高

騰していると。そういう中で管理運営に窮し

ているわけなのですが。そういうことで、

せっかくあるああいう施設を町民の立場に

立ったときに、即云々ということについて

は、これは理事者との施策のあれもあるので

すけれども、私どもとしては今あるものにつ

いて最大限活用し切ると。もちろん費用のこ

とも考えながらですね。そういう立場に立っ

て、総合計画の中にも長寿命化計画というこ

とで、今年度総合体育館とそれからプールの

実施設計を行ったと。そういうことなのです

が、２０年以上経過しておりますので、当然

老朽化に伴っていろいろなところが改修しな

ければならないような状況にあるのですね。

それで勢い特殊な装備、装置なものですか

ら、改修にしても修理にしても非常に値が上

がると。どうしてもそういうものになりがち

なのですね。そんなことで、今としては基本

的に今あるものについて最大限町民の活用を

含めて、活用してもらうように教育委員会と

しても維持管理に努めていきたいと。

そして、計画に基づいて、先ほども言いま

したように、２０年ですから、長寿命計画を

して、残り最低でもやはり公共物ですから、

２０年ぐらい先の、２０年ぐらいのロングス

パンの中で考えて、長寿命計画でそういう改
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修をするのであれば、最低そのぐらいのスパ

ンの中でしっかり改修を整えて、そして町民

はもとより町外からの利活用などにも図って

もらう好機にしたいなと、そんなふうに考え

ておりますので、よろしくお願いをいたしま

す。

○委員長（高道洋子君） ６番。

○６番（前田秀夫君） 今教育長がおっしゃ

いました、多いときには３万人と。主たる目

的としてはさまざまなこと、健康増進に、そ

れから保健の問題とかさまざまで、今の段階

では重油、Ｂ重油の高騰も認識しながらも最

大限の利活用ということで、今の第６次総合

計画にも挙げているという中身の一つになっ

ているということですね。

それで、中身ちょっと私もう忘れましたけ

れども、２０年、１０年、２０年というロン

グスパンの中で、これは今段階では見直し開

始はかなり難しいということなのでしょうけ

れども、おっしゃっていることは私もそう差

異はございません。ただ、いずれにしてもも

う２０年経過し、一昨年もプールではござい

ませんけれども、館内の修理で約５００万円

の工事を実行しているというふうに私は認識

しております。いよいよにしてもう２０年で

すから、プールのみならず館全体にどうなの

かなという懸念もございます。

それで、そこは今教育長の現段階の認識と

しては回答あったことにつきましては、私と

してはそれで受けとめておきますけれども、

やはり改修、修理を見ても、ロングスパン、

２０年の見つめるのであれば、やはり逼迫し

た町財政の中で、利用面でいくとかなり重い

のでしょうけれども、やはりそのこともそろ

そろ素材に上げていってもらいたいという要

望をして、１点目は終わりたいと思います。

続いて同じプールの２点目、よろしゅうご

ざいますか、委員長。（委員長「今の答弁、

要らないですか」と呼ぶ）

答弁、要りません。（委員長「はい、２点

目、お願いします」と呼ぶ）

２点目。

それで、入館料の、入館、要するにプール

の利用者の関係。細部にわたっては求めませ

んけれども、大きくは健康、それから保健、

教育、こういったことの学校問題、学校の必

須科目とあわせながら、あるいは他町村から

の利用者、多岐にわたっているということも

承知しておりますけれども、要するに今後

の、先ほども言いましたように、あり方の問

題として具体的に、今の課題をきちんと浮き

彫りにしながら、先ほど教育長がおっしゃい

ましたロングスパンという中の、中の項目に

計上、折り合わせながら、そういうロングス

パンというものを方向づけをつくり上げても

らいたいと思いますけれども、考え方として

は先ほどと重複する部分がありますけれど

も、再度見解をお聞きしたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 今後のあり方、ロ

ングスパンの中で。

教育長、答弁。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） お答え

させていただきます。

ちょっと先ほど重複することがあって申し

わけないなと思うのですが、まず最初は現に

ありますから、これを最大限町民に有効活用

を図ると。さらには町特有の施設で他町村に

もないので、他町村との連携などというそう

いう大枠の中で、他町村に対しても積極的な

活用を促していくと、こういう基本スタイル

である。

当然現在は２０年もたっていますから、老

朽化に伴う問題がありますから、それについ

ては、それについては最小限安全・安心とい

うのですかね。安全ですね、特にですね。そ

れを最優先しながら、改修計画をもとに進め

ていきたいと。そうすると、先ほども言いま

したように、改修に要する規模というのです

かね、費用にもよりますけれども、向こう２

０年は私は耐用できるのではないかなと思う

のです。確たる根拠もないのですけれども、

ああいう建物がしっかり改修をして、耐震も

図って、そしてそれなりに安全対策して、設

備の保守点検等々きちんと進めるとそのぐら
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いはもつだろうと。もちろんそういう建物で

すし、中にあるそういう施設などを総合的に

勘案するときに、その都度、その都度自然の

影響によるそういう劣化だとか、そういう部

分もありますから、その都度やっぱりその課

題を、状況を適格に把握して対応していく

と、そういうことが必要なのだなと思ってい

ます。

したがって、要約しますと、今ある施設で

すから、これを何というのですかね、工夫を

しながら、知恵を絞りながら、そして公的に

最小限保障しながら、手当をしながら、そし

てせっかくある施設ですから、特にこの３町

にはない足寄町唯一のこの水泳施設ですか

ら、活用の方法について、さらなる模索を続

けていきたい。そういうことで御理解願いた

いと思います。

○委員長（高道洋子君） ６番。

○６番（前田秀夫君） 今段階の、私も

ちょっと理解不足で、ロングスパンというよ

うのは要するに今段階でマクロ的な受けとめ

方をしますと使用可能とは思うということで

すね。そういう意味でのロングスパン。改

修、修理については、ここにあるのは、多く

の工夫と知恵を盛り込みながら、最低限の、

最大限の発揮できる安全・安心を持つ。そう

したものに向けて模索をしていきたいという

ことでございますね。よろしゅうございま

す。わかりました。

それで最後に、先ほども私実はあそこの博

物館の関係で冒頭に質問申し上げ、趣旨を申

し上げましたけれども、端的な言い方で誤解

されるのかもしれませんけれども、近年の決

算状況、予算も含めてなのでしょうけれど

も、この２館を含めて約１億円毎年かかって

おります。そうしますと端的に掛け算をいい

ますと、２０年にすると２０億円ですね。あ

るいは１０年で１０億円と。私はこれはたく

さんの人からのさまざまな耳、声いただいて

ますけれども、それは割愛をしますけれど

も、いわゆる昨今の国からの国政を含めなが

らの地方財政という、困難な時期が私はまだ

まだスピードアップしながら来るのではなか

ろうかというふうに、実は今段階分析と勉強

中でございますけれども、いずれにしても２

館ともどうすれこうすれの話ではなく、維持

をしていくということになるでしょう。私も

必要だというふうに認識をしております。そ

ういった中でありますけれども、総体的な、

先ほど博物館のときの冒頭にも、発音が悪く

て聞こえなかったと思いますけれども、全町

民的といいますか、そういう住民意識がこの

２館ばかりのみならず、今２館の問題で提起

してますけれども、年１億円、１０年１０億

円というものについての眼鏡も持ち合わせな

がらこれからの教育問題は、教育問題を中心

にしながらで結構でございますから、まちづ

くり、今の第６次総合計画の見直し含めて、

私は思いを届けたいと思ってますので、その

ことについて今回答は求めません。思いは届

けておきます。

以上です。

○委員長（高道洋子君） 回答は要らないと

いうことで。

それでは、次の質問を受けたいと思いま

す。

９番髙橋委員。

○９番（髙橋健一君） 決算書８５ページ、

８６ページ、社会教育費、１目生涯学習費に

ついてお尋ねします。

支出額は１,０４８万５,２５７円になって

ます。平成２９年度の、どのような活動をさ

れたのか、ちょっと具体的に教えていただき

たいのですけれども、よろしくお願いしま

す。

生涯学習に関してのサークル活動とか、そ

ういうことを含めて、どのような活動されて

いるのか、よろしくお願いします。

○委員長（高道洋子君） 生涯活動の内容で

すね、内容ですか。（「そうですね」と呼ぶ

者あり）２９年度。

答弁、教育次長。

○教育次長（沼田 聡君） お答えいたしま

す。
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今、生涯学習費の内容的な御質問なのかな

というふうに受けとめておりますけれども、

この中にはまず足子連、足寄町地域子ども会

育成連絡協議会の事業ですとか、青少年指導

委員の研修会の事業ですとか、それから冒険

王の関係の事業ですとか、あと日本足並み会

の関係の事業、あと青年団体連絡協議会の関

係の事業、そういうのを含めてその中で補助

金、交付金なりを支出したり、需用費、旅費

のほうで使ったりと、そういう形の中で生涯

学習、皆さん方がある程度小さいときから大

きくなってもしっかりと学習できる、そうい

う機会を提供する予算ということで執行させ

ていただいているということでございます。

以上です。

○委員長（高道洋子君） ９番。

○９番（髙橋健一君） 子供たちとか青少年

はわかったのですけれども、高齢者に対する

そういう活動というのはないのですか。生涯

学習の範疇ではないのですか。

○委員長（高道洋子君） 教育次長。

○教育次長（沼田 聡君） お答えいたしま

す。

生きがいスクールといいまして、６５歳以

上の方で２年間いろいろな体験をしてもら

う、研修をしてもらうと、そういうカリキュ

ラムを２年を通して実施をしております。

ことし２期目に入っておりますけれども、

その方が卒業すると今度は学遊校ということ

で、その中、任意ではございますけれども、

学遊校に入っていただいて、また学遊校は学

遊校の中でいろいろなカリキュラム、研修等

を通じて学習をしていただくと。そういうこ

とで高齢者というか、の関係についてはそう

いう事業をもって対応しております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ９番。

○９番（髙橋健一君） この生きがいスクー

ルに対しても、この生涯学習費から経費が出

ているということですか。

どのぐらいの額、経費出しているのか、お

願いします。

○委員長（高道洋子君） 答弁調整のため、

暫時休憩します。

午後 １時２１分 休憩

午後 １時２４分 再開

○委員長（高道洋子君） 休憩を閉じ、委員

会を再開します。

答弁、教育次長。

○教育次長（沼田 聡君） お時間をとらせ

て大変申しわけございませんでした。

生涯学習費の中の内訳については先ほど

ちょっとお話ししましたけれども、今御質問

の生きがいスクールの関係につきましては、

こちらのほうで教育委員会が運営しておりま

すので、その中に報償費ですとか、需用費で

すとか役務費、そういう中で使われておりま

して、大体それが約３０万円ぐらいというこ

とになっております。

生涯学習費、先ほど若干説明をさせていた

だきましたが、全体の中でいきますと報酬の

ほうでは、生涯学習推進アドバイザー、この

方を嘱託職員で雇用しておりますので、その

報酬が３３６万６,０００円ということでご

ざいます。

先ほど補助金の関係につきましては、御説

明させていただきましたが、日本足並み会の

補助金いうことは足型採取委託料ですとか、

まちづくりの推進活動等補助金ということに

なっております。

あと、足寄町女性団体連絡協議会の補助金

につきましては、ことしもこれから実施しま

すけれども、女性の集いですとか研修会とい

うのを、事業に参加する補助金ということで

ございます。

以上です。

○委員長（高道洋子君） ９番。

○９番（髙橋健一君） 私の勉強不足で申し

わけないのですけれども、教育委員会への報

告書に生涯学習費、ふるさと１００年塾開

設、決算額５万８,０００円。ふるさと１０

０年塾の方というのは、議会の傍聴とかすご

く存在感があるのですよね。一生懸命やられ

てて足寄の中では重鎮さんがそろってらっ
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しゃって、もうすばらしい人材の宝庫みたい

なところなのですけれども、意外とお金かけ

てないのだなという。私も高齢者ですから、

一生涯勉強しなければいけないというふうに

思っている身としては、もうちょっと教育委

員会も少し力を入れていただきたいと思うの

ですよね。

教育長、何か、今後これからの何か知恵を

絞って、何か我々が一生懸命勉強できるよう

な環境づくりに、何か知恵があったら教えて

ください。

○委員長（高道洋子君） 答弁、教育長。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） 御案内

のとおり、今好むと好まざるにかかわらず成

熟社会ですから、勢い本町にも少子高齢の波

がまともに受けているのですが、社会教育の

充実の中ででも、私社会教育の充実というの

はその町の、何というのかね、成熟度という

のですかね。そういうものを示すバロメー

ターだなというふうに捉えています。先ほど

のプールや社会体育、プールだとか、あるい

は動物化石博物館などもそうなのですけれど

も、そういうふうに捉えたときに障害者につ

いては本当に、障害者ではない、高齢者につ

いては非常に学びが旺盛なのですね。びっく

りするくらいなのですよ。先ほどちょっと間

違えて次長のほうで６５歳以上と言ったので

すけれども、６０歳以上については生きがい

スクールで学んで、そしてさらに学びの志の

ある人はさらに自主の学びの組織で学遊会と

いうのがあるのです。教育委員会が管轄にあ

る学遊校に入って、そして学遊会に入ると、

そんなシステムになってます。いずれにせよ

自主組織なのですね。自主運営組織学遊校な

のです。現在も相当数いるのですけれども、

非常に自主組織、自主運営組織ですから、何

かの事業があっても参加度の割合というのは

極めて高いのですよね。そういうことで非常

に充実しているし、これからの町のそういう

状況を踏まえて町の前途を考えたときに、高

齢者に優しい町だと、生きがいのまちづく

り、そういう視点で見つめたときに、この学

遊校の活動だとか、さらには学遊会の発展的

な活動という部分については、教育委員会と

してもさらに下支えしていかなければならな

いなと思ってます。

具体的に、ではそうしたら予算ベース、予

算的にどのぐらいが、そうしてどういうふう

に支えるというのはこれから検討もしていか

なければならないですけれども、私にとって

は、高齢者のそういう学んで、さらにはそれ

は最終的にまちづくりに生かすと、そういう

視点というのは極めて大事だなと思ってま

す。

髙橋議員につきましても、何かいいアイデ

ア等ありましたら遠慮なく御指南していただ

ければなと、そう思っておりますのでよろし

くお願いをいたします。

○委員長（高道洋子君） ９番。

○９番（髙橋健一君） アイデア私のほうに

振られましたけれども、教育長もよろしくお

願いします。

本当に自主組織だということがわかったの

ですけれども、ぜひ教育委員会のほうで大い

に啓発をしていただいて、もっと足寄町の人

たちに広めていただきたいと、そして皆さん

で知恵を絞って、私も高齢者ですので、ぜひ

そういうことで勉強していきたいと思います

のでよろしくお願いします。

ありがとうございました。

○委員長（高道洋子君） それでは、次の質

問を受けます。

１２番。

○１２番（井脇昌美君） 私は８１ページ

の、ちょっと今の髙橋健一議員の、それに類

じた件なのですけれども、国際交流推進につ

いてなのですけれども。

私はもう所管が違うものですから、主とし

て国際交流員を、昨年度の生涯学習とか嘱託

職員さんとも協働で事業を計画されてきた経

過があると思うのですけれども、そのいわば

活動された内容をちょっと雑駁でもいいから

示してほしいのですけれども。

○委員長（高道洋子君） 答弁、教育長。
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○教育委員会教育長（藤代和昭君） はい、

お答えします。

国際交流員なのですが、ある種の国際化に

対応する教育委員会としても目玉的なものな

のですけれども、大別して学校教育の中では

いわゆる英語指導助手という的な役割で、町

内各小中学校に行っています。学校側からの

ニーズも非常に高くなっていると、そういう

状況。社会教育の中では、ペピーキッズなど

のように子供たちの英語活動だとか、あるい

は町民向けの英会話教室だとか、それから町

内の各保育所にも行って英語活動、子供たち

と英語で親しんでおります。そういう状況下

で、学校教育からも子供たちからも、あるい

は社会教育の保育所の子供たちからも、非常

に大歓迎を受けているというような状況下に

あるのですね。

そういう状況下で、さらには学校教育の

中、学習指導要領が平成３２年度から変わり

まして、小学校が５年生以上から英語の教科

になる。教科英語になる。３年生、４年生は

英語活動になる。そういうことで今全国の小

中学校、この２年間、小学校ですね。移行期

間ということで時間の生み出しにもう本当に

四苦八苦しています。そして、平成３２年度

に学習指導要領がスムーズに完全実施ができ

るように、それぞれ各教育委員会も整備を進

めています。

とりわけその中でも、今本町などもそうで

すけれども、学校のニーズの中だけ捉えても

今いるリヴァイさん一人ではなかなか大変な

状況なのですよ。校長会を通して、どのぐら

いの時数なり役割として必要ですかと集計を

したのですね。そうすると、とてもではない

けれども今の一人では対応できないと。そう

いうことで、そういう状況を勘案しながら、

行政報告もさせていただきましたけれども、

今ウェタスキウィンの友好協会にお願いをし

ながら、もう１名の増員をしていただく。そ

して学校教育だけでなくて社会教育も含め

て、この英語を通しての学習、あるいは英語

を通しての親しむ機会をふやしていくと。こ

れ教育的に見ても英語を使って云々というの

は国家戦略なのですね。これはグローバル社

会に対応するための一つのツールだと思うの

ですが、そんなことで非常に学校でも教員の

英語の先生なども非常に資格のハードルなど

も高くなっています。そんなことで、ニーズ

は非常に高くて、そして今いる国際交流員に

ついても、英語指導助手という役割も兼ねな

がら八面六臂の活躍をしていただいていると

いう状況下でありますので、御理解のほどよ

ろしくお願いをいたします。

○委員長（高道洋子君） １２番。

○１２番（井脇昌美君） 今教育長の説明

で、３２年から小学生の５年生以上は英語の

単位をそこで発生するように、これから時短

の中で含まれるということわかりました。

そこで、昨年度のこの活動をされた総評を

含めて、昨年度、今年度に向けての、いわば

不備不足等々も含めて、今ちょっと教育長が

言った今年度も提案も受けてますけれども、

国際交流員の１名の増員ということは受けて

おります。けれども、その総評として何を協

議されたか、その辺もしあったらちょっと示

してください。

○委員長（高道洋子君） 答弁、教育長。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） お答え

いたします。

先ほどもちょっと言ったのですけれども、

一つは学校教育において学習指導要領が変

わって、小学校が教科化になると。今までは

６年生だけだったのですけれども、今度は５

年生からなのですよ。さらに３、４年生から

英語活動なのですよ。そして具体的にそれぞ

れの学校は最低どのぐらい英語指導助手とし

て活用したいですかと。ネイティブスピー

カーとしてですね、どのぐらい活用したいで

すか。そういうことを、校長会を通して各学

校から集約してもらいました。そうすると一

定の時間が出てきて、これではとてもじゃな

いけれども対応がし切れないと。そういうこ

とで教育委員会で検討を重ねまして、１名増

員の方向につながっていったのですけれど
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も、それが一番のあれですね。そういうこと

ですので、よろしくお願いをいたします。

○委員長（高道洋子君） １２番。

○１２番（井脇昌美君） その１名の増員は

理解しているところですけれども、１名、１

名といっても、日本語というのはまだ取得

を、向こうから国際の交流員のことですよ。

できないわけですから、当然マンツーマンと

いうか、ある程度の日数期間を含めて、日本

の教育委員会の職員さんが添えて、片言でも

話すようなまでも、そういうことも一応予算

の中に、ここの中の予算には、これは国際交

流ですから、教育委員会の負担になるわけで

すから。職員のそれだけの負荷というか、か

かるわけです、それだけですね。そのことを

考えましたか、まずは。ただ１名を入れる

と。約１人５００万円だと、それで済むのだ

という簡単な考えだったのか。その職員がそ

の間、相当語学に対して育てて、いわばそこ

にペアになってある一定の期間、６カ月か１

０カ月かは別としても、片言話すまでは職員

が当然かかるわけですから。そのことも考え

たことあるのですか。

○委員長（高道洋子君） 教育長、答弁。

○教育委員会教育長（藤代和昭君） お答え

します。

結論的に言いますと、そういうことも包含

して検討しました。具体的には、教育委員会

に葛主事がいますので、バイリンガルのです

ね。その人が中心となって少し日本語にもな

らしながら対応していくと。ちょっと振り

返ってみますと、今までも各学校に行くとき

には、中学校に行くときには英語の先生がい

ますから、１人で行くのですよね。でも小学

校には、その葛さん、葛主事がついていった

のですけれども。去年あたりから私のほうで

整理しまして、校長会を通して、双方にとっ

て、国際交流員にとっても、あるいは学校の

先生にとっても、お互いに英語と日本語とい

うことですね、キャッチボールできますか

ら、双方にとってそれはいいと。やっぱり国

際交流員もそういう通訳を持っている人一緒

にいると、そっちにばかり頼りますから英語

ばかり使うのですよね。学校の先生も実際教

科として教えるわけですから、教えるわけで

すから、通訳の人が来る、来ないにかかわら

ず対応しなければならないわけで、勢いそう

いう人が来ると、どうしてもやっぱり自分た

ちが、自分たちが英語でやっぱりコミュニ

ケートをしなければならないという場面出て

くると思うのですね。そういうことであえ

て、ちょっと壁があって抵抗もあったのです

けれども、そういう思いのたけを校長会や何

かも通して、教頭会なども通して、去年から

小学校も基本的には教科英語のときには、今

年度からですか。１人で行ってもらってま

す。それで、私的に私のところにも大分不安

の声を、リヴァイ君のほうで大分言ってきま

した。でもその辺は少しずつ和らげていって

取り除いていって、今は全然へっちゃらです

と。そういう形になっております。

新たに来るであろう人についても、条件が

友好協会での面接をしてくるのですが、大学

を出ていればいいということなので、日本語

が話せるだとか、教員免許があるとかという

そこまでのかせがないのですね。したがっ

て、今も一応、そのちょっと手を挙げている

人が７人くらいいるそうですね。リヴァイ国

際交流員の情報では。そのうち女の人が１

人、友好協会長のところでもうインタ

ビュー、面接を諮ったと。そういう今状況下

にあるのですね。２月に間に合うかどうかは

別としまして。したがって当然いきなり、中

学校はいいですけれども、小学校の英語活動

だとか、あるいは教科のときに一人で行きな

さいと、いきなりできないので、そこは葛主

事と上手に連携を図りながら、かなり日本語

が上達してきたリヴァイさんもいますので、

いますのでその辺はお互いに密に連携を図り

ながらスムーズに対応できるように。少なく

ても１人体制より２人体制で、学校にとって

も、それから学校の子供たちにとっても、町

民にとってもよかったなと、少しでもそうい

うふうになれるように、いろいろな意味での
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このすき間を埋めていきたいな、そんなふう

に捉えていますので、あわせてよろしくお願

いをいたします。

○委員長（高道洋子君） １２番。

○１２番（井脇昌美君） 理解はしているの

ですけれども、教育長が最後のほうに答弁い

ただきました１人より２人と。２人よりはや

はり３人のほうがいいわけですから。

私はそこで何を言いたいかということは、

これからも国際交流というのは当然求められ

るし、必要なことだと思います。そこでアル

バータ州との今までの続いている国際交流は

相当効果は実際上げていると思うのです。こ

れは当然なのですけれども、そこで当町がも

う全て、その交流の実態は１００％足寄町が

負担しているということですか。これ前にも

私お話ししたかもしれませんけれども、これ

はこういうような経過と今後のこともあり、

ＷＡの会等とも協議の必要もあろうとは思い

ますけれども、ＷＡの会は費用は一切触れて

ないわけですよ。全部当町があれしているの

です。今後１０年、２０年、増員もこれから

図りながら、当町で１００％費用負担をしな

がら、国際交流を考えているのか、考えてい

ないのか、その辺もこの件でちょっとお伺い

をいたしたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 答弁、町長。

○町長（安久津勝彦君） 私のほうからお答

えをいたします。

議員仰せのとおり、この間アルバータ州の

ウェタスキウィン市と交流を重ねてきて、そ

ろそろ３０年近くたつというようなことでご

ざいます。

まず足寄町とウェタスキウィン市との行政

の違いというのはこれは大きくあるわけであ

りまして、ウェタスキウィン、市ではありま

すけれども、市自体の予算がもう日本の行政

機関と全く違っていて、州政府がもう権限を

持っているということで。ですから、市自体

で自由に使えるお金というのは極めて少ない

ということですね。ですからお互い派遣を

やっているのですが、足寄町からウェタスキ

ウィン訪問している人が圧倒的に多くて、

ウェタスキウィン市からは１年おきにせいぜ

い来ても１０人から１５人ぐらいということ

であります。これはまさしく行政からの支援

が全くないというようなことです。ですか

ら、子供たちももう１年ぐらい前から、よし

来年足寄に行くぞといってアルバイトをしな

がらお金をためて自己負担で来ていると。決

定的な違いはそこがあるなというふうに思っ

てます。

それから今度こちらから行く、あるいは来

たときの歓迎も含めて、これまで全て町の負

担でやっているのでないかという、全くその

とおりでございます。足寄町にもＷＡの会と

いう交流組織を持ってますけれども、これは

これまでウェタスキウィン市、これ社会人枠

で行った方々を中心にしながらＷＡの会とい

う組織をつくっていただいているわけであり

ますけれども、これまたなかなかだんだんも

う相当３０年ぐらいたちますから、もう高齢

化してきてなかなか会の組織の維持自体もこ

れからどうするのだという、こういうことも

あるわけでありまして、会長ともその辺、な

くすことは簡単だけれども新たにつくるとし

たら大変だよねということで、細々でも何と

か継続してほしいという、そんなこともお伝

えをしながら、これから今度どうそこをまた

うまく継続していくのか。もっと言えば、自

主財源があれば一番いいのですけれども、な

かなかそういう状況もないなというふうに

思ってます。

本当に議員御指摘のとおり、これから先そ

ういった財源問題も含めてどうしていくのか

ということも、当然今後検討していかなくて

はいけない大きな課題なのかなという、私ど

もも認識はしております。

ただ一方ではやっぱりこの間長い月日をか

けて、年月をかけて構築をしてきたこの関

係、これはもう当町にとっても、もっと言え

ば、特に私は思っているのは、思い入れが強

いのは子供たちにやっぱり貴重な体験をさせ

たいという、こういう思いですから、ここに
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はやっぱり町の財政支出もこれからも必要な

のかなと、こんなふうに思っているところで

ございます。

いずれにしても議員仰せのとおり、トータ

ル的に考えて、このこれまで構築してきた関

係をこれからもどうやって維持、発展できる

のかなということを、やっぱり町民の皆さん

方の御意見もお聞きしながら知恵を出し合い

ながらやっていきたいと、こんなふうに思っ

ているところでございます。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） １２番。

○１２番（井脇昌美君） 町長の答弁で理解

はできました。

おおよそですけれども、二八の割合ぐらい

で足寄町のほうが向こうに、恐らくお邪魔し

ていることが多いと思うのです。私はその辺

も、例えば足並み会等がいい例であって、足

利市と交流を持ったり、いろいろな足のつく

ところと交流を持っているけれども、行くと

きはこっちの負担ですよ。向こうから来ると

きは向こうの負担でやっぱり交流を深めて、

いろいろな知見を高めてやっているという、

一つの事例もあって、私はそのことが、向こ

うから来て少ないのであれば向こうの費用

も、ただ今までの経過とこれからのいろいろ

なもろもろの金銭であらわれない、そういう

ことあろうと思うのですけれども、僕はある

一定のとき、見れるうちはいいのです。見れ

るうちはいいのだけれども、当町だってそん

なに余裕のある、負担できるのが永遠と続け

ばいいですけれども、僕は一定の何か区切り

をつけて、そしてどうですかというような話

があってしかるべきのようなときが私は来る

ような、また必要でなかろうかと考えておる

のですけれども。本当に足並み会などはお互

いの費用は負担をしながら、今でも交流しな

がら地域のいろいろなことのあれを図って、

協力し合ってと、僕はそういうのが当然あっ

てしかるべきだと思いますし、ちょっと１０

０％というのがちょっと理解できないところ

が、ただ発足当時は何かそういうような当時

の財政状況もよかったし、それから向こうの

州の市長さんといってもそれで生活できるだ

けの収入得てないということは聞いてます、

そういうようなことも。そのようなことで、

この交流の中で、では永遠と５０年も１００

年もどんどんどんどん、１００年というのは

ちょっと大げさですけれども、これから先で

すね。１０年、２０年続けていく気持ちがあ

るのか。どこかでやっぱり一つの区切りをつ

けなくてはいけない。もうその時期来てもお

かしくないのでなかろうかなと、そういう

思ったものですから質問をさせていただいた

わけなのですけれども。

○委員長（高道洋子君） 答弁、町長。

○町長（安久津勝彦君） 議員のおっしゃる

ことはすごく理解をできます。

少し細かなお話をさせていただきますと、

一つの大きな事業として今足寄高校１年生を

全員町費負担でウェタスキウィン市に研修と

いうことで派遣をしている。この財源内訳を

ちょっと申し上げますと、実はこれ派遣事

業、ありがたいことに過疎債ソフトの対象に

なっているということであります。ですから

実質的な町の持ち出しというのはさほどでは

ないということ、これは一つの例ですけれど

もね。

それとあわせて先方とこちらの負担の関

係、正直言って１年置きにカナダからは足寄

に来ていただいております。せいぜい１０名

から１５名程度です。ところがこれホームス

テイですから、これはもう教育委員会含めて

ＷＡの会とも相談をしながら、実際にどこに

受け入れしてくれる家庭があるのか。これ実

は毎回四苦八苦しているのですね。これはも

うやっぱり長年の経験を含めて、なかなか足

寄町だけではないでしょうけれども、なかな

か外国の方と接する機会もないものですか

ら、やっぱり構えてしまうのですね。なかな

か、いやいいよと気軽に受け入れてくれると

いうことはなかなか少ない。主に中心的に

なっていただいているのは、子供たちがカナ

ダに行ったところの家庭を基本的にはして、
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しかも子供さんがいる家庭ということで四苦

八苦してやっているということであります。

一方、当初全員派遣をするといったときに

派遣したのはたしか３６名か８名だったとい

うふうに思うのですが、いまやことしおかげ

さまで生徒数がふえてきているものですか

ら、ことしも６０人超えるような、これ全て

ホームステイ受け入れしてくれているので

す。これ実は、この派遣の打診をしたとき

に、向こうは本当に行政あんまりかかわりな

いのですよ。向こうの交流組織、これが会長

さん中心にしながらやってくれている。全員

派遣したいということで打診かけたときに、

いや、向こうのほうから少し市もかかわって

くれないとちょっとつらいかなというお話も

あったものですから、それで向こうの市長さ

んが来たときに町長室で、実はこんなこと計

画している、どうだということで打診をした

結果、ウェタスキウィン市に帰られてから、

よしわかったと、受け入れしますよと、こう

いうことになりました。３年ぐらいはそんな

問題なくいったのですが、今度子供の数が５

０人超えた、６０人超えたとなったときに、

正直言って前会長さんは、わっ、厳しいなと

いうことでありました。ところが会長さんも

交代したのですね。今の会長さんは全然大丈

夫だよと、６０人でも７０人でもいいよと、

こういうありがたい話いただいているのです

ね。

ですから当然向こうで受け入れしていただ

くに当たっては、それぞれの家庭の負担も含

めて本当に子供たちが、ことしもこの議会で

また報告会予定してくれているということで

すから、本当に子供たちが向こうの各家庭で

もう本当にもういろいろなところに連れて

いってくれたり、大変な経験をさせていただ

いているということですから、これ本当に受

け入れ費用考えたときには、私どもが全員負

担して派遣してますけれども、それこそ向こ

うの受け入れ家庭、それこそ６０名、１家庭

２人で泊まらせてもらってますから、半分に

したって３０家庭ぐらいですかね。これもお

金に換算すると相当な、そんなふうに思って

ます。ちょっと細かいことまでお話ししまし

たけれども、そんなこと。

ただ、本当にこれからうちの体制、受け入

れ体制も含めてですよ。ＷＡの会の組織も含

めて、やっぱりこれから何らかの形、ちょっ

と整備していかないと、教育委員会で全部受

け入れといってもこれまたなかなか大変なこ

とかなと思ってますから、そこら辺はまた議

員の皆さん方の知恵も借りながら、今の会長

さんとも相談をしながらいい形で構築をし、

できるだけ、未来永劫とはなかなかならない

かもしれませんけれども、そういう体制もつ

くっていきたいなと。

それともう一つ、あえて言うとすれば、ど

こかでの見直しという、その一つのきっかけ

としてはですよ。財源的なことを言います

と、今現在は先ほど言ったとおり、過疎債ソ

フトの対象になっているのですが、これが制

度ですから国のほうでどうなるかわかりませ

んよね。例えばもうソフトなしよなんてこと

になれば、まさしく単独費の持ち出しになり

ますから。そういう意味では大きなところと

いうのは、これ注視しなくてはいけないと

思っているのですが、仮にそんなことが起こ

るとしたら、やっぱりちょっと相当な議論を

してどうするかという、真剣に考えなければ

ならない時期も来るかもしれないなという、

そんなことは私も頭の中に入れておきます。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

次の質疑を受けたいと思います。

１１番髙橋委員。

○１１番（髙橋秀樹君） １１番。

６７ページ、林業費について御質問をさせ

ていただきます。

町有林管理費この間、足寄町町有林かなり

の量保有していると、そういうふうに認識を

しております。しかし、昨今３年前、４年前

ですかね。病害虫の被害が大分見えてきてい

るのだなというのが、認識として私も持って

います。
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現在その被害状況というか、そこのところ

まずお伺いをいたします。

○委員長（高道洋子君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

髙橋議員の言っている病虫害というのは、

カラマツのヤツバキクイムシの発生状況だと

いうふうに理解しております。これにつきま

しては、２８年に陸別から発生しておりま

す。足寄町のほうにも進出してきているとい

うことで、２９年上足寄と稲牛、これが発生

されているというふうに、うちのほうも調査

しております。ただし、２９年に上足寄の町

有林、団地これが発生しておりまして、それ

につきましてはことしの７月の臨時議会で町

有林の売買というふうにさせていただきまし

た。あと稲牛地区につきましては、ことし平

成３０年の１０月に調査を終えて、早ければ

年度中に、年度中というか、冬場に向けて処

分する方向で検討しておりますけれども、ま

だその辺は具体化されておりません。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） １１番。

○１１番（髙橋秀樹君） 具体的にどのぐら

いの広さというかな、ヘクタール数、稲牛の

面積のほうになっているのですかね。

○委員長（高道洋子君） それでは、２時５

分まで休憩したいと思います。

午後 １時５６分 休憩

午後 ２時０５分 再開

○委員長（高道洋子君） 休憩を閉じ、委員

会を再開いたします。

答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） 済みません、お

時間をいただきまして、ありがとうございま

す。

螺湾につきましては約５０ヘクタール、上

足寄につきましては３０.９ヘクタールとい

う面積になっております。

ごめんなさい、稲牛です。

済みません、まことに申しわけないです。

螺湾でした。申しわけない。

上足寄は３０年に売買した面積というのは

３０.９ヘクタール。で、３０年に調査した

螺湾地区でございます。申しわけありませ

ん。申しわけないです。それが約５０ヘク

タールになっております。済みません。

○委員長（高道洋子君） 稲牛でなくて螺湾

ということ。（「螺湾です」と呼ぶ者あり）

１１番。

○１１番（髙橋秀樹君） １１番。

これ本当３年前ですよね。３年か４年前で

すよね。陸別のほうから来るという話になっ

ていて、その話を伺ってました。

それで足寄町に、これ案外来ないのではな

いかななんていう、楽観視していた部分が

あったようにも思われます。ですけれども、

やはり３０ヘクタール、５０ヘクタールとい

うふうにだんだんまたこれ、今後どのような

推移をするのか、まだ全く、虫の話なので全

くわからないと思うのですけれども。これ

やっぱり町有林も含めて、民有林も含めて、

当町にかなりの打撃を与える可能性があるの

かなというふうに感じる部分はあるのですけ

れども、これ有効な対策というか、そういう

のというのはあるのですかね。

○委員長（高道洋子君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

有効な対策ということにつきましては、早

期発見、その中で被害面積を拡大しないため

に即時伐採ということをしなければ拡大して

いく可能性があるので、そういう面では民有

林については個人の所有者イコール森林組合

等を含めて、目視かもしれませんけれども確

認をしていただき、町有林につきましては、

うちは定期的にパトロール、巡視指導員がい

ますので、その方の確認していただきながら

発見していきたいと。早期処分していかなけ

れば拡大していく可能性があるというふうに

考えております。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） １１番。

○１１番（髙橋秀樹君） そういうふうに
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なった場合に、例えば伐期を迎えてない木材

とか、立木とかあるわけですよね。そういう

のも含めてもう伐採する方向でいくしかない

という認識でよろしいということですか。

○委員長（高道洋子君） 経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

そのとおりで考えております。

以上です。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

次の質疑を受けます。

７番。

○７番（田利正文君） ７番。

６８ページ、林業振興費、１目ですね。成

果表では４３ページです。

鳥獣害の被害ですけれども、前年度と比較

してどのぐらいの被害が減っているのか、ふ

えているのか、あるいは三、四年前と比べて

どうなのかというところをちょっと知りたい

のですけれども。

○委員長（高道洋子君） 経済課長。

○経済課長（村田善映君） 鳥獣害に伴う被

害額、被害額というか被害額及び頭数の件な

のでございますけれども、平成２９年度につ

きましては、農業被害については幾分か減っ

ております。頭数の、捕獲頭数は逆にふえて

おります。ちなみに２８年につきましては、

エゾシカに伴う比較頭数でいけば、ここに４

３ページに書いてありますけれども、エゾシ

カについては１,４２５頭というふうに書い

てありますけれども、平成２８年度は１,２

７８頭というふうな数字であります。

被害額も２９年度については９,６００万

円ほどの被害額に対して、２８年度は１億１

００万円という被害額であります。

以上でございます。

被害は減り、捕獲はふえているというよう

な状況であります。

以上です。

○委員長（高道洋子君） ７番。

○７番（田利正文君） その被害額が減って

いるということはいいことなのですけれど

も、前回聞いたときにはハンターも減ってい

ると言ってましたよね。そのハンターの数は

どうなのでしょうか。

○委員長（高道洋子君） 経済課長。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

ハンターの数は２８と２９で比べると１名

の減だけになっています。

以上です。

済みません。Ｈ２８は６９名、平成２９年

については６８名という形の数字になってお

ります。

以上です。

○委員長（高道洋子君） ７番。

○７番（田利正文君） ハンターのかわりに

という言い方おかしいのでしょうけれども、

くくりわなの資格を取っている方が、前回聞

いたとき４１名とかと、間違ってなければ。

その以後ふえているのでしょうか。

○委員長（高道洋子君） 経済課長。

○経済課長（村田善映君） 増減はなし、４

１名です。

○委員長（高道洋子君） ７番。

○７番（田利正文君） ハンターが減ってい

くというふうに、もちろん高齢化していくか

らそうなのでしょうけれどもね。養成の計画

ということで前にもちょっと聞いたことある

と思うのですけれども、その後もう少し具体

化してとか、あるいはそういう動きがあると

かというような状況はあるでしょか。

○委員長（高道洋子君） 経済課長。

○経済課長（村田善映君） 養成というか、

どういうふうな担い手を探していくという方

向でいいのですか。何といったらいいのか

な。

うちのほうとしては、既存のハンターはも

ちろんのこと、新規ハンターということで講

習会の助成だとか、そういう形の中でいろい

ろと補助もしたりしているわけなのですけれ

ども、いかんせん、就職しているというか、

今現在生活している若手というのはやっぱり

きちんとした勤め先がいるので、どうしても
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休日だとかそういうふうな形しか捕獲できな

いと。どうしても現状の中でいきますと、定

年後の方々が多数捕獲されているような状況

でありますということで、新人研修等の費

用、講習会の費用等はきちんと用意しており

ます。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ７番、よろしいで

すか。

では、次の質疑を受けます。

１番。

○１番（熊澤芳潔君） それでは私のほうか

ら、決算書の中で財産に関する調書の中で、

８ページなのですけれども。調書の中で８

ページなのですけれども。基金についてお伺

いをしたいと思います。

それで基金につきましては、関係法令に基

づきまして適正かつ効率的に遂行されている

ことが大事だということが聞かれますけれど

も、近年各自治体では基金の増加傾向が見ら

れるということが言われていますけれども、

足寄町も現金、足寄町も現金と債権合わせて

２８年度は１０億６,０００万円、約１０億

６,０００万円。２９年度が１９億５,０００

万円ということで、増加傾向にあると思いま

すけれども、今後法令に基づきまして、基金

の積み立てにつきましてはどのような流れに

なるのか、またまだまだ積み立てが必要なの

かを最初にお聞きをしたいと思います。

これ１本１本の部分があるかと思いますけ

れども、総体の考え方の中でも結構でござい

ますので、これからの積み立てはどのような

考え方になるのか、お聞きしたいと思いま

す。

○委員長（高道洋子君） 副町長、答弁。

○副町長（渡辺俊一君） 基金の積み立てと

いうことでございますけれども、毎年毎年の

決算の中で収支で残があった場合、そういっ

た場合にその翌年に繰り越すときに財政調整

基金等に、それから財政調整基金等に積み立

てをするというような形でルール化されてい

るものはございますけれども、それ以外の部

分でいきますと、その基金の中身によって今

後積み立てしなければならないもの、それか

ら積み立てしなくてもいいものというような

ことで分かれてくるのかなというように思っ

ております。

それから、中身的にはその基金の設立され

た趣旨に沿って、その基金を有効に活用して

いくというような形になっていくのかなとい

うところでございます。

特に今後こういうところで基金を積まなけ

ればならないだとか、というのはその都度そ

の都度検討しながら、財政の状況なども含め

て検討しながら積み立てをしていくというよ

うな形になるのかなと思いますし、当面でい

きますと、そんなに多く、今までみたいに基

金を積んでいくというような状況にはないの

かなというように考えているところでござい

ます。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） １番。

○１番（熊澤芳潔君） わかりました。

要するに、私どもからいう法令に基づいて

きちんと目的を持って積み立てていくという

ことだと思いますね。

それで、そこでお聞きしたいのは、それぞ

れの基金の中身を見ますと、林業振興基金が

運用されないで１５年以上経過をしていると

いうことがあるのですけれども、これ監査委

員の意見の中にも積み立て及び取り崩しもな

くというような、こういった意見が出てます

けれども、このことについて目的があるの

か、あったのか、それとも今後このことにつ

いてどう考え、努めていくのかをお聞きをし

たいと思います。

○委員長（高道洋子君） 答弁、経済課長。

○経済課長（村田善映君） 林業振興基金と

いうことで、平成１６年度から積み立てして

おりまして、現在まで使われてないというこ

とでの御質問なのですけれども、確かに議員

仰せのとおり、基金の使用についてはしてお

りません。基金の使途要件というか、その要

件的には何点かあるのですけれども、大きく
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３つの要件的なものがあります。林業、林産

業の人材確保に、及び育成事業、森林及び環

境に関する啓蒙活動事業、新たな森林資源活

用の推進及び普及の事業という形で、基金の

使途目的に対する用途の使い、事業のついて

はありますけれども、今現在使われてないと

いう状況を含めて、今後あり方含めて、きち

んと精査というか、課題を整理をしながら、

使える基金でありますので、その目的にあっ

た内容を整理して今後活用していきたいと。

もしくはそういうこともきちんとこの基金積

み立てする中での議論をして、行政含めてき

ちんと課題整理していきたいと思いますの

で、御理解のほどよろしくお願いいたしま

す。

○委員長（高道洋子君） １番。

○１番（熊澤芳潔君） 財政厳しい中で、た

だいま議員の皆さんが話したように、非常に

災害等も含めて大変な時期が来ているという

ことでございますので、目的はできればでき

るのでないかなというふうに思いますので、

ぜひ目的を立てて無駄のないような形でやっ

ていただきたい、このように思います。

○委員長（高道洋子君） 答弁はよろしいで

すね。（「よろしいです」と呼ぶ者あり）

次の質疑を受けたいと思います。

○委員長（高道洋子君） ４番。

○４番（木村明雄君） それでは６９ペー

ジ、商工費、商工振興費についてお伺いをい

たします。

これについてはちょっと関連すると思うの

ですけれども、冒頭町長の挨拶の中にもあり

ましたけれども、それにちょっと関連すると

は思います。

雌阿寒岳の火山性ガス対策調査について。

これについては北見工業大学と雌阿寒岳、雌

阿寒温泉の硫化水素対策調査を実施したわけ

ですが、これは現在どのように推移している

のか、ちょっとお伺いをしたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 経済課長、答弁。

○経済課長（村田善映君） お答えいたしま

す。

昨年度議員仰せのとおり、北見工大との共

同研究という形の中で、硫化水素低減対策と

いう形の調査委託業務をいたしました。現場

のほうにつきましては、計７回現地のほうで

試験及び実証実験を行いました。まずは曝気

することによって、曝気というか空気を入れ

ることによって濃度は低減していくというこ

とは実証されております。ただし、雌阿寒温

泉の泉源につきましては、低い温度、最高高

くて４４度までしか上がらないと、というこ

となので、まずその温度を空気に触れること

によって低下するのは確実なので、それをど

のように持っていかなければならないかとい

うことで、１月の末、２月の上旬の厳寒期

と、一応うちは想定したのですけれども、一

番最大のマイナス気温でいけば１３度ぐらい

のマイナス気温しかなかったのですけれど

も、その中で保温管というのをございます。

その保温管、曝気したお湯をその保温管を通

して浴槽に張ることによって２度しか低減、

下がらなかったということであります。これ

をもとに、先ほど町長が冒頭臨時議会の中で

話したと、説明あったように、それをもとに

１０月、本当につい最近なのですけれども、

一応ある程度の図面をこしらえて、当時２９

年は本当のミニチュア版というかな、お風呂

の浴槽みたいな形を２個並べて、そこでぶく

ぶくさせてどういうふうに行くかと。パイプ

の径も細かったということで、今度は確実に

実施体制に行きますので、その中でも今考え

ているのが、まず源泉を引っ張って一度建屋

を建てさせていただいて、そこにお湯の貯湯

槽をつくって、それから空気を入れて曝気さ

せていくと。そこを今度曝気したものを、今

両方の浴槽に、野中温泉の別館とユースホス

テルさんの日帰り入浴さんのほうに、大体お

おむね３０分から４０分に浴槽満タンにでき

るような時間帯を考えて、今計画でいきます

とタンクを２つないし３つ、１カ所当たりで

すね。１カ所当たりの別館だったら別館に３

つの浴槽、曝気装置、済みません、申しわけ

ないです。間違えました。
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大きさをある程度大きくして、そこに大き

いものを３つこしらえて曝気して、それから

今度流して、そして今まで使っていた５０の

パイプなのですけれども、それを１００に変

えてやっていくという形の中で、これも

ちょっと申しわけないのですけれども、

ちょっと実験というか、実施に、本当の現場

での実施実験をしながら進めさせていただく

という形の中で、うちらのほうで今工事を発

注して、今現場のほうで現地のほうの調査も

入っていきます。そして、３月の上旬ぐらい

には完成という形で、現在進めております。

以上です。

○委員長（高道洋子君） ４番。

○４番（木村明雄君） この曝気をしなけれ

ばならないということなのだけれどもね、そ

こでこれ、私は素人考えだからちょっとわか

らないわけなのだけれども、モーターを使っ

てそういうする装置なのか、それともそうい

うものを使わなくても曝気できるものなの

か、その辺具体的にちょっとお願いいたしま

す。

○委員長（高道洋子君） 経済課長。

○経済課長（村田善映君） 曝気という形で

今おっしゃっている装置というのは、エアを

送ると。うちは単純構造しか考えてないとい

うことで、塩ビのパイプに穴を開けて、そこ

に空気を送って、エアブローというのです

か、エアブローというか、エアを送ってそこ

でぶくぶくぶくぶくさせると。それがどれだ

けの量を送ることによって曝気の低下度も変

わってきますので、それと同時に温度の低下

も変わってきます。それを本当に大きい器の

中で今やろうとしているので、北見工大との

先生とのやりとりでは数値上のほうで分析は

できるのですけれども、それをあくまでも現

地の箱に入れたときに、その数字どおり行く

かどうかというのをやりながら、きちんとし

た適正な基準濃度以下でもってなおかつ温度

も低下しない方法で、２つの事業体のほうに

お湯を配送していきたいというふうに考えて

おります。

以上です。

○委員長（高道洋子君） ４番。

○４番（木村明雄君） わかったような気が

いたします。

それで、これから始まろうとするわけなの

だと思うのですけれどもね。我々が入浴す

る、もしくは観光客が入浴する。これ安心・

安全で入れるということになるのには３月こ

ろなのか、どうなのか。先ほど３月と言いま

したよね。その辺でいいのか、どうなのか、

お願いをいたします。

○委員長（高道洋子君） 経済課長。

○経済課長（村田善映君） 今うちのほうで

行程を考えている部分は、やはり冬期、本当

に厳寒期、きちんとそこで温度を確保したい

ということもありますので、装置自体は年度

内だとか、建屋のほうは行けるのかなと。た

だし、冬期の温度の低下を見るのにはやっぱ

り２月ぐらいでないときちんとした形が出て

こないということで、３月の１０日ぐらいま

で引っ張りたいという形で考えております。

以上です。

○委員長（高道洋子君） それでは、次の質

疑を受けたいと思います。

９番。

○９番（髙橋健一君） 特別会計でお願いし

ます。ピンクの表紙で後ろから３番目、足寄

町介護サービス事業特別会計。足寄町介護

サービス事業特別会計の９ページ。

特別養護老人ホーム運営費のところでお尋

ねします。特別養護老人ホームの運営費で

す。

金額云々はちょっとわからないのですけれ

ども、今の特老の運営の中で、入居者の人数

とそれから待機者。もう一つこれお伺いした

いのですけれども、その中で胃ろうを受けて

いる方何人いらっしゃるか、伺いたいのです

けれども。

○委員長（高道洋子君） 髙橋委員、２９年

度の。（「２９年度です」と呼ぶ者あり）

福祉課長。

○福祉課長（丸山晃徳君） 答弁させていた
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だきます。

特養の一般のベッド数が５６ということ

で、基本的には５６人満度に入っていただく

ところが通常でございます。ですが、平成２

９年度は冬にかなり入院なり死亡なりの方が

多くて、一時期５２名ぐらいに下がったとき

もありますけれども、平均的に今はもうほと

んどすぐ、退所されたらすぐに埋める。埋め

るという言い方何ですけれども、入所してい

ただくという形で、５６を基本的にキープす

る形になってます。

あとショートステイが６ベッドございま

す。こちらのほうも今順調に７割５分ぐらい

の、埋まっているような状況でございます。

胃ろうのほうは、昨年３月３１日現在で１

０人の方が胃ろうというところでございま

す。１０名です、はい。

待機者ですか。待機者は名簿上はここ一、

二年は２０名ぐらい。名簿には載っているの

ですが、その中でグループホームに入ってい

たり、小規模多機能に入っていたり、また町

外の老健に入っていたりという形で、特養の

順番を待っている方、また待機の順番で優

先、１番の方を呼んでも、まだ特養で頑張る

わですとか、まだ入らなくてもいいというよ

うな感じで、今要介護３以上の方が申し込み

できる条件なのですけれども、その中で２０

人の名簿があって２０人すぐに入所、声をか

けたら入所するというような状況では今のと

ころ、今の段階ではございません。なので、

自主的に待っている方というと、２０人のう

ち、そのときの状況にはよるのですけれど

も、まだ老健で頑張るわとか、今体が非常に

動く、グループホームにいるので、そこのほ

うでまだ生活を維持させたいという方もい

らっしゃるので、１０人もいないのかなとい

う状況でございます。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ９番。

○９番（髙橋健一君） はい、ありがとうご

ざいました。

二、三年前、そうしたら私が訪問したとき

は、もうちょっと胃ろうの方が多かったと思

うのですけれども、亡くなられたのか、よく

わからないのですけれども、やっぱり胃ろう

というのは何か生活の質が随分落ちますから

ね。これ何とかならないのか。むすびれっじ

などで講演など聞いたときには、胃ろうだっ

てきちんとした手厚い看護があれば治るんだ

よという、そういううれしい話も聞いたので

すけれども、やっぱり現実はなかなか厳しい

のではないかと。そして現在特老の老朽化進

んで、いわゆる新しいケアの形、ユニットケ

アのようなことはできないと思うのですよ

ね。そういうことで、大体おおむね今の特老

というのは評判もよろしいと思うのですけれ

どもね。今の介護する側にとって、何か不自

由なことはないのか。これからまた改善され

る、どういうことを改善していくのか。そう

いうことをちょっと、難しいですが、お伺い

したいのですけれども。

○委員長（高道洋子君） 福祉課長。

○福祉課長（丸山晃徳君） 今の特養の施設

はもう４０年を経過しているということで、

ハード的なものでいいますと、昨年アスベス

トで煙突を改修したりとか、そういうような

維持のための費用というのがかかっておりま

す。今ボイラーがいつ、まだ今のところ順調

に動いているのですけれども、いつ壊れても

おかしくない。壊れたときに部品があるのか

とか、壊れたときにその部品が、代替できる

部品があるのかというところでもなかなか不

安定なところであったり、特殊浴場がかなり

古くて苦労されているというような形とい

う、ふだんの経費についても補修費でかなり

用意をしなくてはいけないという状況でござ

います。

ケアの状況でございますけれども、十数年

前にユニットケアを目指すという形で、体

の、身体の状況によってＡグループ、Ｂグ

ループという形で、２つのユニットに大きく

分けて、そこでＡグループとＢグループの介

護の職員で回しているところで、それなりに

家庭的な雰囲気を出せるような、身体状況の
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方には今サロンに集まっていただいて、いろ

いろなお楽しみのこともありますけれども、

やはり要介護３以上でもうほとんど寝たきり

で、先ほど言われたように胃ろうでもう意識

もはっきりしないという方も非常に多くい

らっしゃいます。そういう方への介護という

のも非常に限られたものになりますので、な

かなかユニットケアしたからどうだというと

ころも、わからない部分もございますけれど

も、やはり機能維持という部分で言えば、今

ついの住みかという言い方もないのですけれ

ども、そこが生活の場という形で言えば、個

室とか、もっときれい、今かなり衛生的には

なっているのですけれども、やはり今の設備

で、最新の設備で最新の状況というのがやっ

ぱり今どこでもそういうような形でやってい

るところが多いので、そろそろ本当に古い機

材なり、設備が危うくなっているというとこ

ろで言えば、なるべく早く建てかえ計画を考

えなくてはいけないのですけれども、先ほど

も別の答弁でもさせていただいたように、ど

ういうような設備で、規模で、運営形態はど

うするかですとか、それらが介護保険の施設

と言われるものが老健ですとか、療養型、今

で言えば介護医療院という部分で、そういう

ような機能をいろいろと考えて適正な、１０

年、２０年、３０年を見据えた規模という部

分で言えば、もうちょっと時間をかけて、か

けつつ数年後にはもう新たな設備が必要な時

期に入っているというふうには考えていると

ころでございます。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ９番。

○９番（髙橋健一君） ありがとうございま

した。

やはりとにかく特老というのは要介護３以

上というふうに限定された、非常に何か国の

方針としては非常に合理的なのですけれど

も、本当にその人たちの尊厳を大事にしてい

るかどうかというと非常に怪しいと私は思っ

ています。

ちょっと限界に来ているのかもしれません

けれども、今の特老も。しかし建てかえを含

めて何か、急に建てかえれといっても大変な

お金かかるわけですから、なかなか難しい問

題があると思いますけれども、それも含めて

一生懸命知恵を絞って考えていただきたいと

思います。

終わります。

○委員長（高道洋子君） 答弁はいいです

ね。

それでは、次の質問を受けます。

２番。

○２番（榊原深雪君） 民生費の５３ページ

のほうで質問させていただきたいと思いま

す。

昨日所管の調査で文教のほうで、園児の状

況を、人数とかお聞きいたしました。それで

町全体の今園児の状況は、ゼロ歳児が９名、

１歳児が１５名、２歳児が３３名、３歳児が

５３名、４歳児が４９名、５歳児が４６名と

町全体でなっております。それはどんぐりと

あと家庭的保育事業、僻地保育所のトータル

したものなのですけれども、この状況を見て

みますと、前年度からかなりふえてきている

のですね。ゼロ歳児から２歳児というのが多

くふえてきているのですけれども、この状況

に対して今後の課題とあと対策について、保

育士さんの問題とか調理師さんの問題とか、

お聞きしたいと思います。

○委員長（高道洋子君） 福祉課長。

○福祉課長（丸山晃徳君） 今、榊原議員さ

ん言われたように、特に低年齢のゼロ歳、１

歳、２歳の受け入れが非常に多くなってま

す。やはりそれ、保育料の無償化というもの

が一番の要因で、町内にいらっしゃる方で言

えば働ける環境ということで働いてお子様を

預けると。また町外にいる方も足寄町の保育

の充実を目指して転入をされている方もい

らっしゃるということで。

今、人数のピークがまさに今、今がピーク

で、細かな、まだ来年産まれる子供の数とい

うのは大体保健指導のほう、保健推進のほう

で母子手帳なりで対応してますので、ある程
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度の人数は押さえれます。今現在産まれた方

というのも戸籍に当然出生届も来ますし、出

産のお祝い金ということで、１人目、２人目

１０万円、３人目以上２０万円のお金を差し

上げているという形で福祉課のほうで押さえ

てまして、今がピークで、今よりも、今のと

ころ、今我慢できれば今充実できれば、これ

以上まだ今のところはふえる見込みはないと

いうところで、ここ数年で保育士の充実もさ

せていただきました。というか、処遇の改善

で、今まで準職員として頑張ってこられた方

を安定的な、夜も朝も土日もきちっとやって

いただけるような正職員化をしまして、どう

いうようなシフトでも対応できるような形と

いう形をしました。

そこでまだ不足する部分というのは、ゼロ

歳、１歳、２歳の保育士が手厚くいなければ

いけないところ。例えば５歳児だったら１人

に対して、国の基準でいったら５歳のお子さ

ん３０人に対して保育士が１人のところ、町

のほうではより充実するということで２５人

に対して１人の保育士というような形で、５

歳だったら２５人に１人なのですけれども、

１歳だったら４人に１人とか、ゼロ歳だった

らもう家庭的保育ということでもう本当に１

対１とか、２対１という形で、ゼロ歳、１歳

が多いと非常に保育士を充実させなければい

けないというところなのですけれども、今ゼ

ロ歳、１歳は今以上はふえないだろうという

ところでいえば、今乗り越えられれば大丈夫

かなというところと、あと細かく言えば、臨

時の方で働いている方が扶養の範囲内で働か

なくてはいけないとかという部分もあったり

して、やっぱり人はいるのだけれども、これ

以上働けないとかという形で、まだ臨時の方

はもうちょっと充実させなければいけないか

なというところがあったり、あとは正職員で

退職される方もいたりしたら循環ということ

で補充もしなければいけないところでもある

のですけれども、今現在の職員の体制として

はほぼ数年は大丈夫だろうと。

またハード的なもので言いましても、ゼロ

歳、１歳のための受け入れのための子どもセ

ンターの環境を整備もしましたし、調理師さ

んのほうも足りないことは足りないという

か、頑張られてるのですけれども、勤務時間

の一月８万８,０００円とか何とかという扶

養の関係である程度抑えている方もいらっ

しゃるので、そこでもうちょっと臨時の方で

もうちょっと働ける方がいればぜひお願いし

たいというところはございますけれども、基

本的な部分でいえば足りなくて困っている、

足りないながらも足りなくて非常に困ってい

るというところまではいってないのですけれ

ども、できればいろいろな働ける方を、もし

お声をかけていただいたり情報をいただけれ

ばつなげていきたいと思いますので、よろし

くお願いします。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ２番。いいです

か。はい、わかりました。

次の質疑を受けたいと思います。

２番。

○２番（榊原深雪君） バイオマスプラント

の、ページが６４ページのことについてお伺

いいたします。

こちらの今の２９年度の進捗状況について

お伺いいたします。

○委員長（高道洋子君） バイオマス。

経済課長。

○経済課長（村田善映君） バイオマスの進

捗状況でということで、１０月２４日現在、

おおむね８０％という数字で聞いておりま

す。

以上でございます。

○委員長（高道洋子君） ２番。

○２番（榊原深雪君） バイオマスプラント

としての正常に稼働するのはいつごろの予定

ですか。

○委員長（高道洋子君） 経済課長。

○経済課長（村田善映君） 完成は３月末

日、１５日から２０日前後を予定しておりま

す。

今現在うちのほうで考えているのは、立ち
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上げ作業ということで考えている作業が１工

程あります。それは１２月末に発酵槽に、発

酵槽が２基あります。この２基のうち１基、

これに１,０００トン、約半分の原料を入れ

て、今本来でいけばその発酵槽というのはわ

かりやすく言えば真空状態にしなければなら

ない、今空気入ってますので、真空状態にし

なければならないということもあって、今そ

の原料を半分入れることによって自然に発酵

をさせるのにおおむね３カ月程度かかりま

す。そういう形の中の準備作業を進めて、完

成に向けては平成３１年３月の１５日から２

０日前後完成して、その後稼働していくとい

うふうな行程で進めております。

以上です。

○委員長（高道洋子君） よろしいですか。

次の質疑を受けたいと思います。

１番。

○１番（熊澤芳潔君） それでは７５ページ

の公園管理についてお聞きをしておきます。

野球場の件でお伺いをいたします。

そこで、野球場の関係と公園との関連につ

いてお聞きするわけでございますけれども、

２９年度までの協議の中で、ふわふわドーム

等の公園と野球場との距離との中で、距離が

近くて危険性がということが言われてきたか

と思いますけれども、当時の協議の中でそう

いったことについては協議されたのかどう

か、ちょっとお伺いいたします。

○委員長（高道洋子君） 建設課長、答弁。

○建設課長（増田 徹君） ふわふわドーム

と野球場の距離、位置関係ということでよろ

しいでしょうか。

当時里見が丘公園の再整備の際に、いろい

ろ遊戯広場だとかスポーツ広場とかという形

でゾーン分けをして場所等々の設定をしてき

たところですが、野球場とふわふわドームの

距離については、位置関係については、当時

の判断では大丈夫であろうという判断で進め

てまいりました。

ことしの議会で質問もあったのですが、

ファウルボールが飛んでいくのではないかと

いうような質問もお伺いして、検証を進めて

対応、対処をしていきたいというふうに述べ

たところなのですが、今年度一度高校生の練

習の際に、どの程度ふわふわドームなり遊具

のほうにファウルボールが飛んでいくかとい

うことで検証をしてみたのですが、答えとし

て明確ないい検証ができなかったため、次年

度に向けて再度検証を行って、その際に飛ん

できたボールに対して危険が伴えば対応をす

るというような方向で今進めようかなという

ふうに考えているところでございます。

なので、もう少し時間をいただいて、来年

野球場を使用する際には、見張りの人をつけ

るなり何なりをしてちょっと対応していきた

いなと。その状況によって最終的な判断をし

ていきたいと。その辺については、教育委員

会のほうとも相談をしながら進めたいという

ふうに考えてますので、御理解のほどよろし

くお願いいたします。

○委員長（高道洋子君） １番。

○１番（熊澤芳潔君） 今後協議をしながら

進めていくということでございますけれど

も、いずれにしても危険性伴うということの

ような、文教委員会でもそれぞれ現地調査と

やったのですけれども、皆さんちょっとどう

なのかなということありましたので、ぜひ早

目に協議をしまして進めていただきたいし、

せっかくの機会ですので、野球場、非常に古

くなっていまして、いろいろなところが整備

する必要があるのかなと思いますので、ぜひ

進めていただきたいというふうに思ってま

す。よろしくお願いします。

○委員長（高道洋子君） 次の質疑を受けた

いと思います。

ありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） それでは、これを

もって質疑がないということで、これをもっ

て質疑を終結したいと思います。

これよりです、各部会を開催しまして、意

見の取りまとめをお願いしたいと思います。

なお、部会の後、正副議長室において部会
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長会議を行い、意見調整を行いたいと思いま

す。よろしくお願いします。

暫時休憩いたします。

午後 ２時４８分 休憩

午後 ２時５５分 再開

○委員長（高道洋子君） 休憩を閉じ、委員

会を再開します。

先ほど開催されました正副委員長・部会長

会議におきまして、各部会長から審査意見は

特にない旨、委員長に報告がありました。

これから、総務産業部会に対する質疑を行

います。

質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 次に、文教厚生部

会に対する質疑を行います。

質疑はありませんか。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これをもって、部

会長に対する質疑を終結いたします。

これより、議案第９６号平成２９年度足寄

町上水道事業会計剰余金の処分及び決算認定

についての件の討論に入ります。

本件に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 次に、賛成討論の

発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これをもって、討

論を終わります。

お諮りします。

議案第９６号平成２９年度足寄町上水道事

業会計剰余金の処分及び決算認定についての

件は、原案のとおり可決及び認定することに

賛成の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

よって、議案第９６号平成２９年度足寄町

上水道事業会計剰余金の処分及び決算認定に

ついての件は、原案のとおり可決及び認定す

ることに決しました。

これより、議案第９７号平成２９年度足寄

町国民健康保険病院事業会計決算認定につい

ての件の討論に入ります。

本件に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 次に、賛成討論の

発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これをもって、討

論を終わります。

お諮りします。

議案第９７号平成２９年度足寄町国民健康

保険病院事業会計決算認定についての件は、

認定することに賛成の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

よって、議案第９７号平成２９年度足寄町

国民健康保険病院事業会計決算認定について

の件は、認定することに決しました。

これより、議案第９９号平成２９年度足寄

町一般会計歳入歳出決算認定についての件の

討論に入ります。

本件に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 次に、賛成討論の

発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これをもって、討

論を終わります。

お諮りします。

議案第９９号平成２９年度足寄町一般会計

歳入歳出決算認定についての件は、認定する

ことに賛成の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

よって、議案第９９号平成２９年度足寄町

一般会計歳入歳出決算認定についての件は、

認定することに決しました。

これより、議案第１００号平成２９年度足

寄町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算

認定についての件の討論に入ります。

本件に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）
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○委員長（高道洋子君） 賛成討論の発言を

許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これをもって、討

論を終わります。

お諮りします。

議案第１００号平成２９年度足寄町国民健

康保険事業特別会計歳入歳出決算認定につい

ての件は、認定することに賛成の方は起立願

います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

よって、議案第１００号平成２９年度足寄

町国民健康保険事業特別会計歳入歳出決算認

定についての件は、認定することに決しまし

た。

これより、議案第１０１号平成２９年度足

寄町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定につ

いての件の討論に入ります。

本件に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 次に、賛成討論の

発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これをもって、討

論を終わります。

お諮りします。

議案第１０１号平成２９年度足寄町簡易水

道特別会計歳入歳出決算認定についての件

は、認定することに賛成の方は起立願いま

す。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

よって、議案第１０１号平成２９年度足寄

町簡易水道特別会計歳入歳出決算認定につい

ての件は、認定することに決しました。

これより、議案第１０２号平成２９年度足

寄町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認

定についての件の討論に入ります。

本件に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 次に、賛成討論の

発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これをもって、討

論を終わります。

お諮りします。

議案第１０２号平成２９年度足寄町公共下

水道事業特別会計歳入歳出決算認定について

の件は、認定することに賛成の方は起立願い

ます。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

よって、議案第１０２号平成２９年度足寄

町公共下水道事業特別会計歳入歳出決算認定

についての件は、認定することに決しまし

た。

これより、議案第１０３号平成２９年度足

寄町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につ

いての件の討論に入ります。

本件に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 次に、賛成討論の

発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これをもって、討

論を終わります。

お諮りします。

議案第１０３号平成２９年度足寄町介護保

険特別会計歳入歳出決算認定についての件

は、認定することに賛成の方は起立願いま

す。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

よって、議案第１０３号平成２９年度足寄

町介護保険特別会計歳入歳出決算認定につい

ての件は、認定することに決しました。

これより、議案第１０４号平成２９年度足

寄町足寄都市計画足寄市街地区土地区画整理

事業特別会計歳入歳出決算認定についての件

の討論に入ります。

本件に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 次に、賛成討論の
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発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これをもって、討

論を終わります。

お諮りします。

議案第１０４号平成２９年度足寄町足寄都

市計画足寄市街地区土地区画整理事業特別会

計歳入歳出決算認定についての件は、認定す

ることに賛成の方は起立願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

よって、議案第１０４号平成２９年度足寄

町足寄都市計画足寄市街地区土地区画整理事

業特別会計歳入歳出決算認定についての件

は、認定することに決しました。

これより、議案第１０５号平成２９年度足

寄町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算

認定についての件の討論に入ります。

本件に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 次に、賛成討論の

発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これをもって、討

論を終わります。

お諮りします。

議案第１０５号平成２９年度足寄町介護

サービス事業特別会計歳入歳出決算認定につ

いての件は、認定することに賛成の方は起立

願います。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

よって、議案第１０５号平成２９年度足寄

町介護サービス事業特別会計歳入歳出決算認

定についての件は、認定することに決しまし

た。

これより、議案第１０６号平成２９年度足

寄町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認

定についての件の討論に入ります。

本件に対する反対討論の発言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 次に賛成討論の発

言を許します。

（「なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） これをもって、討

論を終わります。

お諮りします。

議案第１０６号平成２９年度足寄町後期高

齢者医療特別会計歳入歳出決算認定について

の件は、認定することに賛成の方は起立願い

ます。

（賛成者起立）

○委員長（高道洋子君） 全員の起立です。

よって、議案第１０６号平成２９年度足寄

町後期高齢者医療特別会計歳入歳出決算認定

についての件は、認定することに決しまし

た。

◎ 閉会の議決

○委員長（高道洋子君） これで、本委員会

に付託された案件の審議は全て終了しました

ので、これをもって本委員会を閉会したいと

思います。

御異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 異議なしと認め、

本委員会を閉会いたします。

なお、委員会報告書の作成については、正

副委員長に御一任願いたいと思いますが、御

異議ございませんか。

（「異議なし」と呼ぶ者あり）

○委員長（高道洋子君） 異議なしと認め、

正副委員長により作成いたします。

◎ 閉会宣告

○委員長（高道洋子君） これをもちまし

て、平成２９年度決算審査特別委員会を閉会

いたします。

御苦労さまでした。

午後 ２時５５分 閉会


